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令和７年10月 

新潟市財務部市民税課 



この入札説明書は、政府調達に関する協定（平成７年条約第２３号）、地方自治法（昭和 

２２年法律第６７号）、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「施行令」という。）、

地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令（平成７年政令第３７２

号）、新潟市契約規則（昭和５９年新潟市規則第２４号。以下「規則」という。）、新潟市物品

等又は特定役務の調達手続の特例を定める規則（平成１９年新潟市規則第８８号。以下「特

例規則」という。）、本調達に係る入札公告（以下「入札公告」という。）のほか、本市が発注

する調達契約に関し、一般競争に参加しようとする者（以下「入札参加者」という。）が熟知

し、かつ、遵守しなければならない一般的事項を明らかにするものである。 

 

１ 競争入札に付する事項 

 （１） 件名及び数量 

   新潟市確定申告書等データエントリー業務  一式 

 （２） 履行の内容等 

   仕様書のとおり 

 （３） 履行場所 

   新潟市財務部市民税課が指定する場所 

 （４） 契約期間 

   契約締結の日から令和 12年 12 月 31 日まで 

   なお、本件は「複数年にわたる委託契約におけるスライド条項（賃金水準の変動を反

映した契約金額の変更）」を適用する。詳細は「別紙 入札にあたっての注意事項」を参

照すること。 

 （５） 入札方法 

   総価で入札に付する。 

   入札書に記載する金額は、消費税及び地方消費税に相当する額を含まない単価にそれ

ぞれの予定数量を乗じた金額の合計金額（１円未満の端数切捨て）とし、単価は小数点

以下第２位までとすること。 

落札者の決定に当たっては、有効な入札書等を提示した者であって、予定価格の制限

の範囲内で最低の価格をもって申込みをした者を契約の相手方とする。 

なお、本業務の契約は一定の期間内における実績数量を単価に乗じて得た金額の対価

を支払う単価契約とする。 

 

２ 入札に参加する者に必要な資格 

 （１） 本市の入札参加資格者名簿（業務委託）に登載されている者であること。 

 （２） 地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該当しない者であること。 

 （３） 新潟市競争入札参加資格者指名停止等措置要領の規定に基づく指名停止措置を受

けていない者であること。 

 （４） 「プライバシーマークの認定」又は「情報セキュリティマネジメントシステム（Ｉ



ＳＭＳ）の認定」を受けている者であること。 

 

 

３ 問合せ先 

   新潟市財務部市民税課 

   郵便番号９５１－８５５４ 

   新潟市中央区古町通７番町１０１０番地 古町ルフル３階 

   電話  ０２５－２２６－２２５３ 

   E-mail shiminzei.to@city.niigata.lg.jp 

 

４ 競争入札参加申請等 

（１） 入札参加者は、一般競争入札参加申請書（別記様式第１号）に秘密保持誓約書（別

記様式第２号）を添えて、令和７年11月21日（金）午後５時までに上記３の場所に持参

又は郵送（書留郵便に限る。）にて提出しなければならない。 

   持参する場合の受付時間は、市役所開庁日の午前９時から午後５時までとし、郵送す

る場合は、後日、本市が郵送物を対面で受け取ったことが確認できる方法に限る。 

   また、提出された書類に関し説明を求められた場合は、随時それに応じなければなら

ない。 

（２）  競争入札参加申請後に入札参加を辞退するときは、その旨を入札参加辞退届（別

記様式第７号）で届け出ること。 

（３） 競争入札参加資格確認結果については、上記４（１）により提出された書類に基

づく審査の上入札参加資格の有無を決定し、令和７年12月２日（火）までに一般競争入

札参加資格確認結果通知書を発送する。 

 

５ 入札保証金 

 規則第１０条による。 

 

６ 入札及び開札 

 （１） 入札及び開札の日時、場所 

   令和７年 12 月 11 日（木）午前１０時００分 

   新潟市役所ふるまち庁舎３階 ３０１会議室 

   新潟市中央区古町通７番町１０１０番地 古町ルフル３階 

 （２） 郵送による入札書等の提出期間及び提出先 

   令和７年 12 月２日（火）から令和７年 12 月 10 日（水）午後５時までに上記３の場所

へ提出すること（書留郵便に限る）。 

 （３） 入札参加者又はその代理人は、別添の仕様書、契約書（案）及び規則を熟知の上、

入札をしなければならない。 

mailto:shiminzei.to@city.niigata.lg.jp


   また、仕様書等について疑義がある場合は、質疑回答書（別記様式第３号）を令和７

年 11 月 13 日（木）午後５時までに上記３の場所へ E-mail により提出すること。 

回答は質疑回答書（別記様式第３号）に記載した E-mail に随時行う。 

   なお、公然にすべきと本市が判断した質疑は、質疑した者を特定できる情報を伏せた

上で、回答と合わせて本市ホームページに掲載する。 

 （４） 入札参加者又はその代理人は、本調達に係る入札について他の入札参加者の代理

人となることができない。 

 （５） 入札の場所は、入札参加者又はその代理人以外の者は入室することができない。

ただし、入札担当職員が特にやむを得ない事情があると認めた場合は、付添人を認める

ことがある。 

 （６） 入札参加者又はその代理人は、入札開始時刻後においては入札の場所に入室する

ことができない。 

 （７） 入札参加者又はその代理人は、入札の場所に入室しようとするときは、入札担当

職員に上記４（３）により入札参加資格有と通知された一般競争入札参加資格確認結果

通知書（写し可）、並びに代理人をして入札させる場合においては、入札権限に関する

委任状（別記様式第６号）を提出すること。 

 （８） 入札参加者又はその代理人は、入札担当職員が特にやむを得ない事情があると認

めた場合のほか、入札の場所から退室することはできない。 

 （９） 入札参加者又はその代理人は、入札の際次に掲げる事項を記載した入札書（別記

様式第４号）を提出しなければならない。 

  ア 入札参加者の住所、会社（商店）名、氏名及びその押印（外国人にあっては、署名

をもって押印に代えることができる。以下同じ。）ただし、代理人が入札する場合は、

入札参加者の住所、会社（商店）名、氏名、受任者名（代理人の氏名）及びその押印 

  イ 入札金額 

  ウ 履行場所 

  エ 品名（件名）及び数量 

  オ 品質・規格 

詳細に記載すること。「仕様書のとおり」という記載でも構わない。 

 （１０） 入札に係る文書に使用する言語は、日本語に限る。 

また、入札金額は、日本国通貨による表示とすること。 

 （１１） 入札書（別記様式第４号）は、封筒に入れて封をし、その封皮に入札日、件名、

入札者の商号・名称を記載すること。 

郵送の場合は、一般競争入札参加資格確認結果通知書の写しと一緒に、さらに別の封

筒に入れ、「入札書在中」と朱書きの上、書留郵便で郵送すること。 

なお、加入電信、電報、電話、電子メール等その他の方法による入札は認めない。 

 （１２） 各種様式への記載は、ペン又はボ－ルペンを使用すること。鉛筆及び消せるボ

ールペンの使用は認めない。 



 （１３） 入札参加者又はその代理人は、入札書等の記載事項を訂正する場合は、当該訂

正部分について押印すること。ただし、入札金額の訂正は認めない。 

 （１４） 入札参加者又はその代理人は、提出した入札書の引換え、変更、取消しをする

ことができない。 

 （１５） 不正の入札が行われるおそれがあると認めるとき、又は災害その他やむを得な

い理由が生じたときは、入札を中止し、又は入札期日を延期することがある。 

 （１６） 談合情報等により、公正な入札が行われないおそれがあると認められるときは、

入札を中止し、又は延期し若しくは抽選により入札者を決定するなどの場合がある。 

 （１７） 開札は、入札参加者又はその代理人が出席して行う。この場合において、入札

参加者又はその代理人が立ち会わないときは、当該入札執行事務に関係のない職員を立

ち会わせてこれを行う。 

 （１８） 開札した場合において、有効とする入札のうち予定価格の制限に達した価格の

入札がないときは、上記６（１）の入札及び開札の日時以降に再度の入札を行う。再度

入札の方法については、別途指示する。 

また、下記７に該当する無効入札をした者は、再度入札に加わることができない。 

 （１９） 再度入札は１回とし、落札者のない場合は地方自治法施行令第１６７条の２第

１項第８号の規程により、再度入札において有効な入札を行った者のうち、最低金額を

記載した入札参加者と随意契約の交渉を行うことがある。 

 

７ 入札の無効 

 次の各号に該当する入札は、これを無効とする。 

 （１） 入札公告に示した競争に参加する者に必要な資格のない者がした入札又は代理権

のない者がした入札 

 （２） 入札書等の記載事項中入札金額又は入札者の氏名その他主要な事項が識別しがた

い入札 

 （３） 入札者が２以上の入札（本人及びその代理人がした入札を合わせたものを含む。）

をした場合におけるその者の全部の入札 

 （４） 私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）等

に抵触する不正の行為によった入札 

 （５） 公正さを疑うに足りる相当な理由があると認められる入札 

 （６） 再度入札において初回の最低入札価格以上の価格で行った入札 

 （７） 入札公告等において示した入札書の提出期限までに到着しなかった入札 

 （８） 入札書記載の金額を加除訂正した入札 

 （９） その他入札に関する条件に違反した入札 

 （１０） 上記（４）又は（５）に該当する入札は、その入札の全部を無効とすることが

ある。 

 



８ 落札者の決定 

 （１） 有効な入札書等を提示した者であって、予定価格の制限の範囲内で最低の価格を

もって申込みをした者を契約の相手方とする。 

 （２） 落札となるべき同価の入札をした者が複数あるときは、直ちに、当該入札者にく

じを引かせて落札者を決定する。この場合において、当該入札者のうち出席しない者又

はくじを引かない者があるときは、当該入札執行事務に関係のない職員にこれに代わっ

てくじを引かせ、落札者を決定する。 

 （３） 落札者を決定した場合において、落札者とされなかった者から請求があったとき

は、落札者を決定したこと、落札者の氏名及び住所、落札金額並びに当該請求者が落札

者とされなかった理由、並びに当該請求を行った者の入札が無効とされた場合において

は無効とされた理由を、速やかに当該請求を行った者に書面により通知するものとする。 

 （４） 落札者は、入札金額内訳書（別記様式第５号）を落札決定後ただちに提出しなけ

ればならない。 

 

９ 契約の停止等 

 本調達に関し、政府調達に関する苦情処理の手続に基づく苦情申立があったときは、契約

を停止し、又は解除することがある。 

 

１０ 契約保証金 

 金額は、契約単価に令和７年度分のそれぞれの予定数量を乗じた金額の合計金額の１００

分の１０以上の額とし、現金、銀行が振り出し、若しくは支払い保証した小切手又は無記名

の国債若しくは地方債をもって充てることとする。ただし、規則第３４条の各号のいずれか

に該当する場合は、契約保証金を免除する。 

 

１１ 契約書の作成 

 （１） 契約書を作成する場合においては、落札者は、交付された契約書に記名押印し、

落札決定日の翌日から起算して１０日以内の間に当該契約を締結しなければならない。

ただし、特別の事情があると認めるときは、契約の締結を延期することができる。 

 （２） 契約書及び契約に係る文書に使用する言語並びに通貨は、日本語及び日本国通貨

に限る。 

 

１２ 支払いの条件 

 本契約に係る代金は、本市の検査に合格した後、適正な請求書に基づいて支払う。 

 

１３ 契約条項 

 別添の契約書（案）による。 

 



１４ 競争入札参加資格審査申請 

 第４項第１号で規定する一般競争入札参加申請時に、第２項第１号で示す名簿に登載され

ておらず、本入札に参加を希望する者は、「政府調達（ＷＴＯ）契約に係る業務委託入札参加

資格審査申請書」を令和７年11月14日（金）までに次の申請先へ提出しなければならない。 

申請書類は、新潟市財務部契約課ホームページから取得することができるほか、新潟市財

務部契約課で交付する。この場合、入札参加者は、本申請書類の一部である「政府調達（Ｗ

ＴＯ）契約に係る業務委託入札参加資格審査申請受付確認票」の写しを第４項第１号で規定

する提出書類に含め、一般競争入札参加申請を行うこととする。 

 申請（問合せ）先  郵便番号９５１－８５５０ 

           新潟市中央区学校町通１番町６０２番地１ 

           新潟市財務部契約課物品契約係 

           電話 ０２５－２２６－２２１３ 

           http://www.city.niigata.lg.jp/business/keiyaku/keiyaku_top 

 

１５ その他 

（１） 入札参加申請書の到着確認、入札書の到着確認、入札参加者数及び入札参加者名等

の問い合わせには一切応じない。 

 

 

http://www.city.niigata.lg.jp/business/keiyaku/keiyaku_top


 （別紙） 

入札にあたっての注意事項 

 

 

 

本件は、「複数年にわたる委託契約におけるスライド条項（賃金水準の変動を

反映した契約金額の変更）」を適用する契約です。 

最低賃金に一定以上の変動がみられた場合に、2年目以降の契約金額を変更す

ることができます。 

変更金額の算出方法等は、「賃金の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条

項 第 1条第 1項に係る特記仕様書」に定めるとおりです。 

※本制度の詳細については、本市ホームページに掲載の「複数年にわたる業務

委託へのスライド条項の適用について」をご覧ください。 

 

契約変更にあたっては、委託者と受託者で変更金額等について協議を行いま

す。協議の請求書は、履行開始日から 12 ヶ月経過後（2 回目以降は前回スライ

ドから 12 カ月経過後）以降に提出してください。 

 



 

 

 

 

 

 

新潟市確定申告書等データエントリー業務 

委託仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月 

新潟市財務部市民税課 
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新潟市確定申告書等データエントリー業務 
委託仕様書 

1 

本仕様書は、確定申告書等のデータエントリー業務の委託に関して、新潟市（以下「本

市」という。）と受託者との契約履行に必要な事項を定めるものである。 

1. 業務の名称 

新潟市確定申告書等データエントリー入力業務 

2. 委託期間 

契約締結の日から令和 12 年 12 月 31 日まで 

3. 契約形態及び支払い 

令和７年度から令和 12 年度までの複数年契約とし、支払いは月毎に行う。 

4. 背景・目的 

紙媒体で提出された確定申告書等については、データエントリー業務を事業者に委託し、

電子化したデータを新潟市市民税オンラインシステムに取り込んでいるが、現在の契約が

令和８年３月 31 日で満了となることから、新たにデータエントリー業務の調達を行う。 

5. 本業務の内容 

本業務は、紙で提出された確定申告書等（以下「帳票等」という。）の情報を新潟市市

民税オンラインシステムに取り込むため、帳票等の内容をデータ化するものである。 

5.1 対象とする帳票等 

本業務の対象とする帳票等は「資料１ 入力帳票仕様書」のとおり。 

対象とする帳票等の追加又はレイアウト変更等が必要と本市が判断した場合、受託者は

本市の指示に従うものとし、これに伴い必要となる費用は受託者が全額負担すること。 

なお、令和７年度税制改正に伴う変更については資料１の記載内容を想定するが、詳細

については契約締結後に受託者と協議の上、決定する。 

5.2 事務の流れ 

事務の流れは「資料２ 事務の流れ」のとおり。 

本市と受託者の間で必要となる帳票等及びデータ化した情報を格納した媒体（以下「媒

体等」という。）の運搬は受託者が行うものとし、運搬者の氏名及び会社名等を記載した

運搬者名簿を事前に提出すること。 

運搬は２名以上が同行するものとし、帳票等が第三者の目に触れないようにするととも
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に、媒体等は本市が用意するケースに格納して施錠すること。 

帳票等又は媒体等を運搬する際には、本市が用意する「エントリー依頼・納品伝票」を

記載して添付すること。 

5.3 スケジュール 

毎月末日の５日前（行政機関の休日に関する法律（昭和 63 年法律第 91 号）第１条第１

項各号に挙げる日を除く。以降、日数に関する記載は同様とする。）までに翌月のスケジ

ュール表を本市から受託者へ提供する。 

5.4 予定数量 

予定している帳票等の数量は「資料３ 予定数量」のとおり。 

5.5 媒体 

データ化した情報を格納するための媒体は、「資料４ 媒体仕様書」から受託者が選択し

て事前に本市の承認を得るものとし、原則、契約期間を通じて同じ媒体を使用する。 

ＭＯを使用する場合は本市が媒体を準備するが、それ以外を使用する場合は受託者が媒

体を準備するものとし、その費用は受託者が全額負担すること。 

媒体を変更する場合は、事前に本市の承認を得ること。 

5.6 事前検証 

本番運用を想定した事務運用を事前に検証するため、事前検証用スケジュールに従い、

事前検証用データを作成して本市へ納品すること。 

事前検証の内容は本市が検証して承認を行うものとし、承認が得られない場合は速やか

に修正を行うこと。 

事前検証用スケジュール及び事前検証用の帳票等は本市が提供するものとし、詳細につ

いては本市と受託者で協議の上、決定する。 

なお、事前検証に必要となる費用は受託者が全額負担すること。 

6. 成果物等 

6.1 成果物 

媒体等（正・副各１枚）を納品すること。 

入力ミスの発生率は２／１００００未満を遵守するものとし、ベリファイチェックを実

施すること。 
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データは暗号化して媒体に格納するものとし、パスワードは契約締結後に本市と受託者

で協議の上、決定する。 

なお、ＵＳＢを使用する場合は自動的に暗号化する機能を搭載しているものとし、デー

タの暗号化は不要とする。 

6.2 納入期限 

上記 5.3 に記載したスケジュール表に従うこと。 

6.3 納入場所 

新潟市財務部市民税課が指定する場所 

7. その他 

7.1 委託料の計算 

委託料の計算は「資料５ 委託料の計算」のとおり。 

7.2 ネットワークの利用 

データ化した情報を本市へ提出する際にＬＧＷＡＮ等のネットワーク利用を希望する

場合、利用方法やセキュリティ対策等について本市に説明し、事前に承認を得ること。 

なお、ネットワークを利用した場合であってもデータ化した情報と同日に帳票等を本市

へ返却するものとし、これに伴う費用は受託者が全額負担すること。 

委託料の計算は「資料５ 委託料の計算」のとおり。 

7.3 機材等 

受託者は、本業務の推進に必要となる機材等について、本市が準備した機材等以外が必

要となる場合、機材等の準備について事前に本市の承認を得た上で、費用は受託者が全額

負担すること。 

7.4 交通費等 

受託者は、本業務の推進に必要となる交通費、食事代及び宿泊費等について、全額負担

すること。 

7.5 提言・助言と協力 

受託者は、必要に応じて本市への提言・助言を行うこと。 

提言・助言を行うにあたっては、極力専門用語は用いず、可視化した資料等を用いて本

市が容易に理解できるように工夫すること。 
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8. 特記事項 

8.1 複数年にわたる委託契約におけるスライド条項 

本業務は、賃金の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項第 1 条第 1 項を適用する

契約である。詳細は「資料６ 特記仕様書」のとおり。 

8.2 法令等の遵守 

受託者は、関係法令並びに本市の条例、規則及び要綱等を十分理解すること。 

なお、本市で定める文書管理規定等、本システムに関連する規則類は、本市ホームペー

ジ（https:/www.city.niigata.lg.jp/）の例規集及び要綱集に掲載のとおりである。 

8.3 疑義の解釈 

疑義が生じたとき又は本仕様書に定めのない事項については、本市及び受託者で協議の

上、決定する。 

8.4 業務評価の特記仕様 

本市は、本業務の契約終了後、受託者の業務内容について、次の「図表 8-3-1 業務評価

基準」により評価し、記録を保存する。 

受託者は評価結果について異議を申し立てることはできないものとする。 

また、評価結果が契約条件に影響を与えることは一切ないものとする。 

図表 8-3-1 業務評価基準 

評価ランク 評価基準 

1 物品の品質、納入などで仕様を超える成果があった。 

2 仕様書により仕様どおりの成果を得た。 

3 仕様書のほかに口頭の指示などにより仕様どおりの成果を得た。 

4 担当者が相当程度指導するなどして、なんとか仕様レベルの成果を得た。 

5 仕様を達成できなかった。 

9. 問合せ先 

新潟市財務部市民税課 

郵便番号 951－8554 

新潟市中央区古町通 7 番町 1010 番地 古町ルフル 3 階 

電話 025－226－2253 

E-mail shiminzei.to@city.niigata.lg.jp 

mailto:shiminzei.to@city.niigata.lg.jp


半角/英数/カ ナ 全角

1 101 市県民税申告書 150 0 1 ,030 ZKPCH .JUM IN ZE I

2 102 給与支払報告書 164 0 1 ,200 ZKPCH .KYUH O

3 103 年金支払報告書 94 0 600 ZKPCH .N EN H O

4 105 確定申告書 192 0 700 PUN CH _ 2B.DAT イ メ ージデータ を提供

5 221 申告書２ ０ 号様式 282 10 700

6 222 申告書２ ０ 号の３ 様式 144 0 700

7 223 申告書２ ２ 号の３ 様式 79 0 700

8 106 異動データ （ 二輪） 55 16 160

9 107 異動データ （ 三輪・ 四輪） 24 1 160

10 108 車両異動データ （ 二輪／転入） 55 185 498

（ xx は任意の数値と し 、 正/副で同じ 値と する）

KE IJI xx（ 正/副）

SH IZE Ixx（ 正/副）個人市県民税 112

法人市民税 113

軽自動車税 114 ZJ.IDODATA

備考

ZH .SIN KDATA H OJIN xx（ 正/副）

入 力 帳 票 仕 様 書

N o. 業務名
業務

コ ード

帳票

コ ード
入力帳票名

1レコ ード あたり の

平均文字数
レコ ード 長 フ ァ イ ル名 媒体名

資料１



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．JUMINZEI パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1030 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名（101） 市県民税申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 1 2 4 5 6

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

‘111’

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 7 8 9 10 11 12 13 14 15

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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*※特定親族特別控除を追加した場合のレコード長さです。
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 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．JUMINZEI パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1030 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名（101） 市県民税申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 25 26 27 28 29 30 31 32 33

　

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 34 35 36 37 36 37 36 37 36 37

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 36 37 36 37 36 37 38 39 40 38 39

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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生
命
保
険
料

　
　
　
の
金
額

S9(10)　※

生命保険料控除

9(7)

扶
養
者
生
年
月
日

扶養者(01)

S9(10)　※

介
護
医
療
保
険
料

　
　
　
　
の
金
額

扶
養
者
生
年
月
日

9(7)

扶養者情報

扶養者(05)
扶養者情報

扶養者(06)
扶
養
者
生
年
月
日

9(7)

専従者(02)

9(7)

専従者(01)
専
従
者
生
年
月
日

　
配
偶
者
個
人
番
号

X(12)

配
偶
者
合
計
所
得

S9(10)　※

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

扶
養
者
生
年
月
日

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

記入どおり 記入どおり 記入どおり

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

2/4

9(7)

　
寄
附
金
控
除

　
　
（

未
使
用
）

2025年9月22日

旧
長
期
損
害
保
険
料

旧
個
人
年
金
保
険
料

の
金
額

S9(10)　※

新
個
人
年
金
保
険
料

の
金
額

S9(10)　※ S9(10)

扶養者(03) 扶養者(04)

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

9(7) X(12)

扶
養
者
生
年
月
日

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

記入どおり B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
昭和=3、平成=4、
令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを
パンチ

専
従
者

　
　
個
人
番
号

X(12)

専従者情報

‘＋φφφφφφφφφφ’
固定

　
地
震
保
険
料

S9(10)　※

　地震保険料控除

S9(10)　※

　
配
偶
者
生
年
月
日

記入どおり

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の
符号がつく

X(12) 9(7) X(12) 9(7) X(12) 9(7) X(12)

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

扶養者(02)

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

扶
養
者
生
年
月
日

記入どおり記入どおり     B=φ
 元号は明治=1、大正=2、
 　　　昭和=3、平成=4、
   令和=5に読み替える

 元年は01年に読み替える
 年月日の空白はφを

 パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

扶養者(07)
扶
養
者
生
年
月
日

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

X(12)

記入どおり 記入どおり

専
従
者
生
年
月
日

専
従
者
給
与
額

9(7) S9(10)　※

専
従
者

　
　
個
人
番
号

X(12)

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

扶
養
者

　
　
個
人
番
号

X(12)

記入どおり HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*※特定親族特別控除を追加した場合のレコード長さです。



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．JUMINZEI パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1030 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名（101） 市県民税申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 40 38 39 40 38 39 40 38 39 40

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 53 54 55 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 68 69 68 69

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

B=φチェックあれば１なければφ

ＮＯＴＥＳ B=φチェックあれば１なければφ

B=φ何れかにチェックあれば１なければφ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 68 69 68 69 68 69 68 69 68 69 68 69 68 69

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

専従者情報

専従者(05)

専
従
者
給
与
額

S9(10)　※

配
当
割
控
除
額

S9(10)

コード金額(03)

所
得
控
除
金
額

S9(10)　※

S9(10)　※

専
従
者
給
与
額

専
従
者
生
年
月
日

9(7)

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

専
従
者

　
　
個
人
番
号

X(12)

扶
養
年
少
人
数

障害者
人数情報

障
害
他
人
数

9(3)

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

コード金額(05)

所
得
控
除
金
額

HZ
B=φ

マーカー部分の金額欄に記載があった場合にコードの数字と金額をパンチ
※金額は先頭に＋または－の符号がつく

控
対
配
老

扶
養
特
定
人
数

扶
養
同
老
人
数

障
害
同
特
人
数

‘＋φφφφφφφφφφ’
固定

‘＋φφφφφφφφφφ’
固定

S9(10)　※9(3) S9(10)　※ 9(3) 9(3) S9(10)　※

コード金額(07)
所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
金
額

HZ
B=φ

B=φ HZ
B=φ

B=φ

パ

ン

チ

指

示

3/4

2025年9月22日

S9(10)

専従者(04)

徴

収

方

法

・

特

別

徴

収

徴

収

方

法

・

普

通

徴

収

X(12)

専
従
者
給
与
額

S9(10)　※

専
従
者
生
年
月
日

9(7)

専
従
者

　
　
個
人
番
号

専
従
者
給
与
額

X(12) S9(10)　※

専
従
者
生
年
月
日

専
従
者

　
　
個
人
番
号

9(7)

専従者(03)

所
得
調
整
区
分
子
特

控
対
配
有

　
同
配

　
本
人
他
障

　
寡
婦

所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
金
額

所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
金
額

S9(10)　※

所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
金
額

コード金額(06)
所
得
控
除
コ
ー

ド

専
従
者
給
与
額
合
計

控配
　
ひ
と
り
親

　
勤
労
学
生

扶
養
他
人
数

扶
養
老
人
数

扶養親族

所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
金
額

記入どおり HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

記入どおり HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

記入どおり

B=φ
チェックあれば１
　　　なければφ

S9(10)　※

株
式
等
譲
渡
所
得
割
額

控
除
額

所
得
控
除
コ
ー

ド

コード金額(10)

所
得
控
除
金
額

　
本
人
専
従

コード金額(02)コード金額(01)
所
得
控
除
コ
ー

ド

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　    昭和=3、平成=4、
　 令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
 　   昭和=3、平成=4、
　 令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

　
青
色
申
告
区
分

　
専
従
配
偶

　
専
従
他
人
数

　
次
年
送
付

　
本
人
特
障

5652

障
害
特
人
数

S9(10)　※9(3)9(3) S9(10)　※

所
得
控
除
金
額

コード金額(04)

9(3) S9(10)　※ 9(3)9999

B=φ B=φ

9(3) S9(10)　※

コード金額(09)
所
得
控
除
コ
ー

ド

所
得
控
除
金
額

9(3) S9(10)　※

コード金額(08)

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*※特定親族特別控除を追加した場合のレコード長さです。



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．JUMINZEI パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1030 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名（101） 市県民税申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 70 71 72 73 74 75 74 75 74 75

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

 

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 77 78 79 80 81 82 83

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおり

ＣＡＲＤ  ＮＯ

チェックなければφ

30歳未満または70歳以上＝1

ＮＯＴＥＳ 留学＝2

障害者＝3

38万円以上の支払い＝4

２個以上のチェック＝9

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

X(2) X(2) X(2) X(2) X(2)

国
外
居
住
区
分
２

国
外
居
住
区
分
３

国
外
居
住
区
分
４

国
外
居
住
区
分
５

配

偶

者

特

定

親

族

特

別

控

除

S9(10)　※

都
道
府
県
・

　
市
区
町
村
分

　
寄
附
金
税
額
控
除

4/4

2025年9月22日

S9(10)　※

市
区
町
村

条
例
指
定
分

年少扶養者(02)
年
少
扶
養
者

　
　
生
年
月
日

年
少
扶
養
者

　
　
個
人
番
号

9(7) X(12) X(12)

年
少
扶
養
者

　
　
生
年
月
日

9(7)

年少扶養者情報

パ

ン

チ

指

示

都
道
府
県

条
例
指
定
分

S9(10)　※

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

B=φ
元号は明治=1、大正=2、

　   昭和=3、平成=4、
　 令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

医

療

費

控

除

区

分

B=φ
チェック
あれば１

なければφ

住

宅

特

定

取

得

区

分

9(7)

居
住
年
月
日

住
所
地
の
共
同
募
金

会
・
日
赤
支
部
分

　
寄
附
金
税
額
控
除

S9(10)　※

国
外
居
住
区
分
１

X(2)

B=φ
元号は明治=1、大正=2、

　   昭和=3、平成=4、
　 令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

76

B=φ
元号は明治=1、大正=2、

　   昭和=3、平成=4、
　 令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

年
少
扶
養
者

　
　
生
年
月
日

年少扶養者(03)

年
少
扶
養
者

　
　
個
人
番
号

記入どおり

9(7)X(12)

年少扶養者(01)

記入どおり 記入どおり

年
少
扶
養
者

　
　
個
人
番
号

B=φ
元号は明治=1、大正=2、

　   昭和=3、平成=4、
　 令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

84 85 86 87 88 89

特
定
親
族
特
別
控
除
1

特
定
親
族
特
別
控
除
2

特
定
親
族
特
別
控
除
3

特
定
親
族
特
別
控
除
4

特
定
親
族
特
別
控
除
5

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*

※令和７年度税制改正があるため

特定親族特別控除が追加となりますが未確定です。

※特定親族特別控除を追加した場合のレコード長さです。



この下の欄は，記入しないでください。（添付書類：　有 ・ 無　）

特定 同老
内 内 内

特別 調整

居住
年月日

区分
　運   マ   パ   在   手
　   健   ク   学   年   納

所得本人障害
本人専

他 同特 特別 他

青色申
専従

次年送
他 配 他

２
　
所
得
金
額

（学校名）
サ

シ

不動産

⑨

⑦から⑨の計 ⑩

①

農業 ②

㉑～㉒

□　同居
□　別居

⑰～⑲

障害者控除
氏名 障害の種類と程度

⑳ 氏名 障害の種類と程度

⑮

雑

公的年金等 ⑦

業務 ⑧

総合譲渡・一時 ⑪

合計 ⑫

その他

個人番号

⑭ 支払った共済等掛金の名称 支払った共済等掛金の合計額
小規模企業

共済等掛金控
除

事
業

営業等

氏名
円 □

寡婦控除・

ひとり親控除・

勤労学生控除
一時

地震保険料
控除

円 円 総
合
譲
渡

短期

配偶者控除・

配偶者特別控除・

同一生計配偶者

個人番号

国外居住

2

□　同居
□　別居

個人番号

国外居住

    令和7年度分　市民税・県民税申告書　＜提出用＞
受付者

（令和6年分所得）

（宛先）　新潟市長　　　　年　　月　　日提出

職業 電話
自宅・勤務先・携帯

　　　　　－　　　　　－

 個人番号

令 和 6 年
1月1日現在
の　住　所

フリガナ

生
年
月
日

明治・大正・昭和・平成・令和

氏名
※氏名・フリガナは必ず記入してください。

年　　月　　日生

現住所

整理番号

３　所得から差し引かれる金額に関する事項
⑬ 国民健康保険料 介護保険料 国民年金保険料

１
　
収
入
金
額
等

事
業社会保険料

控除 合計

⑰□ 　寡婦控除

□
□

死別
離婚

□
□

生死不明
離婚

⑱ ⑲ □ 勤労学生控除

□ ひとり親
控除

ア
円

円 円 円

農業 イ
後期高齢者医療保険料 その他（　　　　　　　　　）

ウ円 円 円

利子 エ

不動産

営業等

オ

⑮ 新生命保険料合計額 旧生命保険料合計額 介護医療保険料合計額 給与 カ
円 円 円

円
配当

ケ⑯ 地震契約分の支払保険料合計額 旧長期契約分の支払保険料合計額

生命保険料

雑

公的年金等 キ
控除 新個人年金保険料合計額 旧個人年金保険料合計額

業務 ク円 円

その他

コ

別居の場合の住所

同一生計配偶

者の場合は✔生年月日
　明・大

　昭・平
・　・ 利子

明・大

昭・平

③

④

配当 ⑤

給与 ⑥

長期

・　・

氏名 生年月日 続柄 別居の場合の住所

1

明・大
昭・平 ・　・

□　同居
□　別居

0

勤労学生・
障害者控除

⑲～
⑳ 0 0 0 0

0 0
⑰～
⑱

寡婦・ひとり親控除

0

４
　
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額 雑損控除

社会保険料控除

生命保険料控除

円 控配
同配

扶養親族

合計
（㉕＋㉖＋㉗） ㉘

㉖

⑯地震保険料控除

⑬

小規模企業共済等
掛金控除 ⑭

扶養障害

0

年少
有 老 老

0

扶養控除 ㉓ 0 0 0 0

配偶者(特別)控除
㉑～
㉒ 0 0 0

0 0

⑬から㉔までの計 ㉕

基礎控除 ㉔ 0

医療費控除 ㉗

□

支払医療費又は医薬品等購入費 保険金などで補塡される金額

円

給与から差引き（特別徴収）

自分で納付　 （普通徴収）

円 円

□

個人番号

損害の原因 損害年月日 損害を受けた資産の種類

・　　・雑損控除

□　同居
□　別居

3

明・大

昭・平

㉖

　平・令 ・　・
□　同居
□　別居

個人番号

　平・令 ・　・
□　同居
□　別居

個人番号

・　・

国外居住

1

　平・令 ・　・

㉓
　
扶
養
控
除

2

3

損害金額 保険金などで補塡される金額 差引損失額のうち災害関連支出の金額

□

５　給与・公的年金等に係る所得以外(
)
　　の所得に係る市民税・県民税の納税方法

円

セルフメディケーション税制
医療費控除

選択する場合は✓を記入してください

㉗

身体・精神・療育 級

その他（ ） 度

身体・精神・療育 級

その他（ ） 度

（①から⑥＋⑩＋⑪）

配偶者の
合計所得金額

同居・別居
の区分

個人

番号

歳
未
満
の
扶
養
親
族

（
控
除
対
象
外
）

16

□30歳未満又は70歳以上
□留学 □障害者 □38万円以上の支払

令和6年4月1日において65歳
未満の方は給与所得以外

年 月 日

２

４

６

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

２４

２５ ２６ ２７

２８ ２９

３１ ３０

３４

３５３３

３６

７４

７４

７４

３７

７５

７５

７５

３６

３７

３６

３７

１９ ２０ ２１

78

２２ ２３
46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

57 58 62 63 64 65 66 67

68 69

68 69

68 69

68 69

7776

４２

４３

61
60

59

７９

□30歳未満又は70歳以上
□留学 □障害者 □38万円以上の支払

８０

□30歳未満又は70歳以上
□留学 □障害者 □38万円以上の支払

８１

８４

８５

８６

８７

※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となる可能性があります。



円

円

円

月 円

年 月 円 円 年 月 円 ％ 円 円

・

・

円

円

円

円

円

該当のものを○で囲んでください。

該当のものを○で囲んでください。

６　給与所得の内訳 ７－２　事業(営業等･農業)所得に関する事項 ７－３　不動産所得に関する事項

地代収入

業種 屋号 科目 金額

収
入
金
額

家賃収入 円

計

1 円

科目 金額
2

所在地月 日給 勤務日数 月収

①
売上（収入）金額計
（雑収入を含む）

①3

必
要
経
費

固定資産税

4

必
要
経
費

損害保険料

5 給料賃金･雇人費 修繕費

地代家賃･小作料 借入金利子等

7

8

6 減価償却費 減価償却費

租税公課

9 借入金利子等

10

12 旅費交通費 ③

11 水道光熱費 計 ②

借受人氏名（名称） 期間 賃貸金額計
法人番号又は

所在地

消耗品費

合計 修繕費

損害保険料 所得金額（③－④） ⑤

賞与等 通信費 専従者控除額 ④

電話番号 所得金額（③－④） ⑤

専従者控除額 ④
勤務先名

③

計 ②

収入金額  所得の種類 種目･支払者の「名称」及び「法人番号又は所在地」等 収入金額 必要経費 差引金額

７－１　収入の内訳 ８・９・10　配当所得･雑所得(公的年金等以外)･総合譲渡所得・一時所得に関する事項

 所得の種類 支払者名･法人番号又は所在地等

12

７－４　減価償却費の計算

減価償却資産の名称

円 円 円 円

氏名 生年月日 続柄 同居・別居の区分 別居の場合の住所 専従者給与（控除）額

11　事業専従者に関する事項

12

計

従事月数 か月

2

明・太

昭・平
・　・ □同居　□別居

個人番号

1

明・太

昭・平
・　・ □同居　□別居

個人番号

12　別居の扶養親族に関する事項（別居の被扶養者、事業専従者について追加があれば記入）

氏名 生年月日 続柄 国外居住 住所

従事月数 か月

所得税における青色申告の承認の有無 承認あり　・承認なし 合計額

個人番号 従事月数 か月

専従者給与（控除）額

1

明・太

昭・平・令
・　・

か月

13　事業税に関する事項

非課税所得など
番号 所得金額 円 円

2

明・太

昭・平・令
・　・

個人番号

前年中の開(廃)業 開始・廃止 月　  　日 □　他都道府県の事務所等

資産の種類 損失額、被災損失額(白)

円

従事月数

円

（特例控除対象） 新潟県分  新潟市分

14－１　寄附金に関する事項 14－２　寄附先に関する事項

都道府県･市区町村分 住所地の条例指定分（社会福祉法人･学校法人等）
寄附先の名称・所在地 寄附金の金額

遺族年金 ・ 障害年金 ・ 雇用保険 　・その他（　　　　　　　　　　　　）
生年月

日
明・大・昭

平・令
・　　・ 続柄

②
令和6年1月1日現在他市町村
に
居住していた

令和6年1月1日現在の住所

15　所得金額調整控除に関する事項 参考　前年中所得のなかった人などの記入欄

氏名 ①
非課税所得により
生活している

電話　　　　　　－　　　　　－
別居の場合
の住所

氏名 生年月日　　　･　　・ 続柄
個人番号

④
その他の事情
（生活費の状況など）給与等の収入金額が850万円を超えており、23歳未満の扶養親族を有

する場合や、本人または同一生計配偶者・扶養親族が特別障害者の
場合に、該当者一人分について記入してください。

預貯金　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特別障害者に
該当する場合

級
度

③
右記の者から扶養又は
仕送りを受けている

住所

日給などの給与所得のある人で、源泉徴収票のない人は記入してください。

売 上 原 価
（棚卸高加減後の仕入金額）

家賃･地代

家賃収入などの内訳

専従者控除前の所得金額

専従者控除前の所得金額

（①－②）

（①－②）

◆税制改正により、平成１９年４月１日以後に取得した減価償却資産と平成１９年３月３１日以前に取得した減価償却資産で償却率が異なります。

面積又は
数量 取得年月 取得価格 償却の基準に

なる金額
耐用
年数 償却率 月割 本年分の償却費

専用割合 必要経費算入額 未償却残高
ⓔⓐ ⓑ ⓕ

（ⓑ×ⓒ×ⓓ）
ⓒ ⓓ

住所地の共同募金会·日赤支部分・

都道府県·市区町村分（特例控除対象以外）

「都道府県･市区町村分（特例控除対象）」、「住所地の共同募金会･日赤支部分・都道府県·市区町村分（特例控除対象以外）」の各欄

には、当該団体へ寄附した金額を記入してください。「住所地の条例指定分」の「新潟県分」「新潟市分」の各欄には新潟県、新潟市の

条例で指定された寄附金を支出した場合にそれぞれ記入してください。

事業用資産の

譲渡損失など

損益通算の特例適用

前の不動産所得

４０

４１

３９

３８

４０

３９

３８

７０ ７１ ７２ ７３

□30歳未満又は70歳以上
□留学 □障害者
□38万円以上の支払

□30歳未満又は70歳以上
□留学 □障害者
□38万円以上の支払

４０に記載ありは３８

４０に記載なしは３６

４０に記載ありは３９ ４０に記載なしは３７

４０（０円は記載なしとみなす）

４０に記載ありは３８

４０に記載なしは３６

４０に記載ありは３９ ４０に記載なしは３７

４０（０円は記載なしとみなす）

８２

８３

８８

８９

※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となる可能性があります。



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH.KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ② ⑤ ⑥

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

B=φ

記入どおり HZ 元号は令和=5に読み替える HS HZ 未使用　SP
ＣＡＲＤ  ＮＯ 元年は01年に読み替える 記入どおり B=φ

‘200’固定 記載がある時１ 年月日の空白はφをパンチ

記載がない時φ

ＮＯＴＥＳ 左側「要」　が○で囲まれていたら1

‘0'固定 右側「不要」が○で囲まれていたら2

記載がないときφ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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(総括表 カード№0) 1/4

2025年9月22日

＊

① ③ ④ ⑦

カード№=「0」　総括表
　　　　=「1」　普徴開始票
　　　　=「2」　給与支払報告書
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示
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 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH.KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH.KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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示
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 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH.KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (普徴開始票 カード№1) 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ②

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入通り ‘φφφφφφφφ’固定
ＣＡＲＤ  ＮＯ

‘200'固定
ＮＯＴＥＳ

‘1'固定

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

9(14) 9(3) 9(8) X(1174)
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チ
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示
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2025年9月22日
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*



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (普徴開始票 カード№1) 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示
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^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (普徴開始票 カード№1) 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示
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^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．KYUHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (普徴開始票 カード№1) 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示
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①資料番号（14桁）
④特徴指定番号



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
ZKPCH．KYUHO 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

文字コード＝JEF 記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

カードNo.=「0」　総括表 要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (給与支払報告書 カード№2) 頁＝

　　　　 =「1」　普徴開始票 領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

　　　　 =「2」　給与支払報告書 9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 2

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおり ‘φφφφ’固定 SP BS，B= SP
ＣＡＲＤ  ＮＯ ‘φφφφφφφφ’固定

特徴給報‘200’固定
ＮＯＴＥＳ 普徴給報‘300’固定

'2'固定

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおり BS，B= SP
ＣＡＲＤ  ＮＯ 姓と名の間に1ブランク

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 14 15 17 18 19 22 23 24

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

HZ，B=φ HZ，B=φ HZ B=φ HZ，B=φ
ＣＡＲＤ  ＮＯ ※先頭に‘+'または ※先頭に‘+'または B=φ ※先頭に‘+'または

　'－'の符号を付ける 　'－'の符号を付ける 　'－'の符号を付ける

ＮＯＴＥＳ B=φ
記載があれば‘1’

記載がなければ‘0’

7

1/4

2025年9月22日

＊

1 3 4 5 6

X(75)

資
料
番
号

カ
ー

ド
№

資
料
区
分

特徴キー情報 SP 受
給
者
番
号

特
徴
指
定
番
号

特
徴
個
人
番
号

9(14) 9(3) 9(8) 9(4) X(25)

パ

ン

チ

指

示

8 9

個
人
番
号

氏
名
カ
ナ

X(12) X(60)

パ

ン

チ

指

示

10 11 12 13 16 25 26 27 28

給
与
収
入

給
与
所
得

所
得
控
除
合
計

差
引
所
得
税
額

控対配
情報

所
得
税
配
（

特
）

控
除

扶養人数情報
扶
養
年
少
人
数

20 21

扶
養
他
人
数

控
対
配
有

控
対
配
老

扶
養
特
定
人
数

扶
養
同
老
人
数

扶
養
老
人
数

地
震
保
険
控
除

障
害
同
特
人
数

障
害
特
人
数

障
害
他
人
数

障害者
人数情報

社
会
保
険
料
金
額

共
済
等
掛
金
控
除

生
命
保
険
所
得
控
除

パ

ン

チ

指

示

9(2) 9(2) S9(8)※ S9(8)※ S9(8)※ S9(8)※S9(9)※ S9(9)※ S9(9)※ S9(9)※ S9(7)※

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
ZKPCH．KYUHO 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

文字コード＝JEF 記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

カードNo.=「0」　総括表 要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (給与支払報告書 カード№2) 頁＝

　　　　 =「1」　普徴開始票 領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

　　　　 =「2」　給与支払報告書 9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 35

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

HZ，B=φ B=φ B=φ HZ，B=φ B=φ
ＣＡＲＤ  ＮＯ ※先頭に‘+'または'－'の符号を付ける B=φ B=φ

元号は明治=1、 元号は明治=1、
大正=2、昭和=3、 大正=2、昭和=3、

ＮＯＴＥＳ 平成=4、令和=5に読み替える 平成=4、令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える 元年は01年に読み替える

年月日の空白はφをパンチ 年月日の空白はφをパンチ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

SP 記入どおり HZ，B=φ
ＣＡＲＤ  ＮＯ ※先頭に‘+'または'－'の符号を付ける

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

SP 記入どおり SP
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

扶
養
親
族
１

　
　
氏
名
カ
ナ

47

扶
養
親
族
１

　
　
個
人
番
号

48

扶
養
親
族
２

　
　
氏
名
カ
ナ

49

国

民

年

金

保

険

料

等

　

　

　

　

　

　

の

金

額

旧

長

期

損

害

保

険

料

　

　

　

　

　

　

の

金

額

S9(8)※

所

得

金

額

調

整

控

除

額

S9(8)※X(60) X(12)

46

40

9(2)

住
宅
借
入
金
等

　
特
別
控
除
可
能
額

居
住
年
月
日

　
　
　
　

(

2
回
目

)

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
区
分

(

2
回
目

)

44

9(7) 9(2) 9(7)

住

宅

借

入

金

等

特

別

控

除

適

用

数

居
住
年
月
日

　
　
　
　

(

1
回
目

)

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
区
分

(

1
回
目

)

S9(8)※ S9(8)※ S9(8)※ S9(8)※ S9(8)※ S9(8)※

住

宅

取

得

控

除

新
生
命
保
険
料
の
金
額

旧
生
命
保
険
料
の
金
額

介
護
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
の
金
額

新
個
人
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
の
金
額

旧
個
人
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
の
金
額
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29 30 31 32 33 34 36 37 38 39

9(7)

45

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

41 42 43

配
偶
者
氏
名
カ
ナ

配
偶
者
個
人
番
号

配
偶
者
合
計
所
得

パ

ン

チ

指

示

X(60) X(12) X(60)

S9(8)※ S9(8)※

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
ZKPCH．KYUHO 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

文字コード＝JEF 記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

カードNo.=「0」　総括表 要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (給与支払報告書 カード№2) 頁＝

　　　　 =「1」　普徴開始票 領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

　　　　 =「2」　給与支払報告書 9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおり SP 記入どおり
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

SP 記入どおり
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおり SP
ＣＡＲＤ  ＮＯ SP

ＮＯＴＥＳ

57

扶
養
親
族
４

　
　
氏
名
カ
ナ

52
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50 51

X(12)

扶
養
親
族
４

　
　
個
人
番
号

54

X(12)

扶

養

親

族

３

　

　

個

人

番

号

X(12) X(60)

扶

養

親

族

２

　

　

個

人

番

号

扶

養

親

族

３

　

　

氏

名

カ

ナ

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

X(60)

年
少
扶
養
１

　
　
氏
名
カ
ナ

55

53

X(60)

X(12)

年
少
扶
養
１

　
　
個
人
番
号

56

年
少
扶
養
２

　
　
氏
名
カ
ナ

X(60)

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
ZKPCH．KYUHO 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

1200 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

文字コード＝JEF 記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (102) 給与支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

カードNo.=「0」　総括表 要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 (給与支払報告書 カード№2) 頁＝

　　　　 =「1」　普徴開始票 領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

　　　　 =「2」　給与支払報告書 9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおり SP 記入どおり
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

SP 記入どおり B=φ B=φ

ＣＡＲＤ  ＮＯ 記載があれば‘1' 元号は明治=1、大正=2、昭和=3、

平成=4、令和=5に読み替える

HZ 元年は01年に読み替える

ＮＯＴＥＳ 空白はφをパンチ 年月日の空白はφをパンチ

2段書きは下段をパンチ

中途就職・退職が空欄の時はφ 摘要欄の赤丸で囲まれた数字

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 79 80 92

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 X(59)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

「（退）」が赤丸で HZ

囲まれていたら‘1' B=φ SP

ＣＡＲＤ  ＮＯ 同一生計配偶者である旨の SP SP SP HZ，B=φ
文言(「同配」等)と ※先頭に‘+'または
「配偶者氏名」が○で 　'－'の符号を付ける

ＮＯＴＥＳ 囲まれていたら‘1'

パンチ項目92：住民税定額減税区分に‘1'を設定した場合、‘1'を設定

‘φφφφφφφ’固定
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※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。
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※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。
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☆正確な記載方法 

 

 

 

 

 

新潟市役所 市民税課 

更新日：令和７年９月２２日 

＜目次＞ 

１．生年月日について 

２．カナ氏名について 

３．総括表について 

４．同一生計配偶者 ・ 住宅借入金等特別控除に関する事項について  

５．前職分給与の入力について 

６．災害者欄の「専従者」補記について 

７．退職手当有扶養親族等区分について 

８．配偶者・扶養親族の区分について 

９．旧様式の給報パンチについて 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 

 

令和８年度 パンチ指示書(給与支払報告書) 

１ 生年月日について 

明治・大正・昭和・平成・令和の

いずれかが入ります。 

年・月・日にそれぞれ数字の

記載がされます。 
昭 和 

～以下の左記のように記載がある場合右記のようにパンチします～ 

・元号を下記に読み替えます。 

明治 … １ で読み替えます。 

大正 … ２ で読み替えます。 

昭和 … ３ で読み替えます。 

平成 … ４ で読み替えます。 

令和 … ５ で読み替えます。 

・元号の頭１文字しか記載されていない場合。 
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                 カナ氏名もまた、確定申告書カナ氏名 

とほぼ同定義でパンチ入力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                         
 
 
 
 
 

ヒ　ガ　シ　ミ　ナ　ト

かめだ　　うめチュウオウヤナギ 
「チユウオウ ヤナギ」  
…でパンチ願います。（小文字を大文字に読替えます） 

・大文字と小文字が混在している場合。 

「３４９０７０７」  
… でパンチ願います。 

・和暦で記載すべき生年月日欄に西暦で記載がある場合。 

「３５３０１０５」  
… でパンチします。 

 

１９７８年 ⇒ 昭和５３年 

西暦を和暦に読み替えた後， 

和暦を数字１文字に読み替えます。 

 

２ カナ氏名 について 

☆正確な記載方法 

                    
 ニイガタ タロウ

新潟　　　太郎

カナ氏とカナ名が記載され，その間に

空白がありカナ氏名の区別ができま

す。 

・氏と名の間に空白がなく，区別が付かない場合。 

キタオニバスキタオニバス

「キタ オニバス」  
…でパンチ願います。（スラッシュ補記で空白対応） 

・文字間が全てほぼ同様の空欄やカナ氏名の間以外で空白があり氏名の判断が困難な場合。 

ヒ　ガ　シ　ミ　ナ　ト

「ヒガシ ミナト」  
…でパンチ願います。（スラッシュ補記で空白対応） 

・フリガナが平仮名で記載されている場合。 
「カメダ ウメ」  
…でパンチ願います。（平仮名をカタカナに読替えます） 

かめだ　　うめ
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この際、総括表または先頭の給報に付箋等での指示は付けずに

 

パンチに回します。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・氏名欄の名が平仮名でフリガナ欄に記載のない場合。 

秋葉　　もみじ

アキハ

秋葉　　もみじ

アキハ モミジ

「アキハ モミジ」 …でパンチ願います。 

（職員でフリガナの空欄埋めをし，パンチに回します。） 

・氏名欄に全てカタカナで氏名の記載がありフリガナに記載のない場合。 

「ミナミ モモ」 …でパンチ願います。 

（氏名欄のカタカナをフリガナに置き換えてパンチ願います。） ミナミ　モモ

・フリガナが読みづらい（読めない）場合。 

西　　佐潟 西　　佐潟

ニシ　サガタ

「ニシ サガタ」 …でパンチ願います。 

（点検時に空白へ読みやすく記載をし，パンチに回します。） 

・フリガナで『ヲ』を使い記載している場合。 

西蒲　　松夫

ニシカン　　マツヲ
「ニシカン マツオ」 …でパンチ願います。 

（パンチ入力の際「ヲ」を「オ」に読み替えて下さい。） 

・外国人の給報でフリガナに数箇所空白がある場合。 

ドン　キ　ホーテ

ドン　キ　ホーテ

ドン　キ　ホーテ

ドン　キ　ホーテ

「ドン キ ホーテ」 …でパンチ願います。 

（空白全てにスラッシュを記載します。 

スラッシュ部分はスペースとしてください。） 

・外国人の給報でフリガナに中点（・）が入っている場合。 

キャスバル・ジオ・ダイクン

キャスバル・ジオ・ダイクン

キャスバル・ジオ・ダイクン

キャスバル・ジオ・ダイクン

「キヤスバル ジオ ダイクン」  
…でパンチ願います。（中点（・）全てにスラッシュを記載。） 

※ 以上のように，生年月日・カナ氏名ともに不明点が出ないよう市民税課で対応しますが，不明点

がありましたら生年月日は‘０埋めパンチ’とし，カナ氏名は‘スペース埋めパンチ’としてくだ

さい。 

※ 事業所によってはカナ氏名欄に何かしらの文字が記載され，カナ氏名自体が漢字氏名欄に記載が

ある場合は，それぞれ（事業所毎）で指示を記載した付箋を貼りパンチに回します。 
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納入書不要区分については「納入書の送付」欄で区別し、「要」の場合は１を、「不要」の場合は「２」

をパンチしてください。いずれにも記載がない場合は「０（スペース）」を入力してください。 

 
 

 

この個所に収受日を押印します。 

 パンチ例 

 ６．１．１７→５０６０１１７ 

 に読み替えてパンチしてください 

 

 

 

 

 

 

「納入書の送付」欄 

 

 

 

印：項目 79 番「同配」について・・・平成 31 年度から追加 

同一生計配偶者である旨の文言(「同配」等)と「配偶者氏名」が○で囲まれていたら、”1”をパンチ 

してください。 

                               （例）補記パターン 

                                 新潟花子（同配） 

 

                                 新潟花子（同一生計配偶者） 

 

 

                                “１”をパンチしてください 

 

 

                                 新潟花子（同配） 

 

                                 パンチできなかったとして 

                                 付箋を貼ってください。 

 

３ 総括表について 

 

４ 同一生計配偶者・住宅借入金等特別控除に関する事項について 
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住宅借入金等特別控除に関する事項について 
項目 36 番・39 番 「居住開始年月日」について 

・「居住開始年月日」は和暦で記載されます。年が 16～31 のときは、平成を付した「４ｙｙ」、 

年が 01～15 のときは令和を付した「５ｙｙ」とパンチしてください。 

（西暦で記載されている場合は、和暦に読み替えてからパンチしてください。） 

 

項目 37 番・40 番「住宅借入金特別控除区分」について 

・「０１」「１１」「２１」「３１」など、数値の補記がある場合は、数値をパンチしてください。 

・「住」「住（特）」など、漢字が記載されている場合は、「１１」とパンチしてください。 

・【Ｒ５より追加】「３１」「３２」「３４」はコロナウイルスに関する特例になります。 

・「居住開始年月日」に記載があれば、「住宅借入金特別控除区分」が空欄の場合でも「１１」 

とパンチしてください。 

※「居住開始年月日（２回目）」、「住宅借入金特別控除区分（２回目）」も同様としてください 

 

 

 

 

・項目 7７番「前職給与収入」には摘要欄の赤丸の中の金額をパンチしてください。 

（前職分の給与等の記載がある場合、職員が赤で丸囲みする補記をしています。） 

 

（前職の記載が複数ある場合、合計した給与収入金額を補記しています。） 

 

 

 

・摘要欄などに「専従者」「青専」などの記載がある場合、「災害者」欄に職員が赤字で「１」を補記 

 します。この場合、項目 6６番：本人専従に“１”をパンチしてください。 

 

 

 

 

 

 すべて「１１」をパンチ 

５ 前職分給与収入の入力について 

６ 「災害者」欄への専従者補記について 

11 
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・令和６年度より、退職手当の支払いを受ける一定の配偶者・扶養親族がいる場合は、摘要欄に「（退）

氏名・続柄・生年月日・住所・障害者である場合はその旨」を記載し、併せて 5 人目の以降の 16 歳未

満の扶養親族の個人番号の欄に「（退）個人番号」を記載することとなりました。 

上記の記載がある場合、摘要欄の「（退）」の印字を職員が赤字で丸囲み、または、赤字でを補記しま

す。この場合、項目８０番：退職手当有扶養親族等区分に“１”をパンチしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（退）新潟太郎・夫・Ｓ31．1．1 新潟市中央区古町通７番町 

もしくは タ 

７ 退職手当有扶養親族等区分について 

項目 80 番に

「１」をパンチ 
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※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。 

・控除対象配偶者および扶養親族について、非居住（国外に居住している）の場合は、下記の区分欄に○

（記号のマル）もしくは数字が記入されています。 

「控除対象配偶者」「１６歳未満の扶養親族」・・・非居住に該当する場合「○（記号のマル）」 

「控除対象扶養親族」・・・非居住に該当する場合「０１（または）イ」「０２（または）ロ」「０３（ま  

たは）ハ」「０４（または）ニ」 

 

上記の記載がある場合、項目＿番：●●に以下のようにパンチしてください。 

「控除対象配偶者」「１６歳未満の扶養親族」 

：「空欄」「0」「00」の場合     →数字の「００」をパンチ 

：「○（記号のマル）」の記載がある →数字の「０１」をパンチ 

：「✓」など上記以外の記載がある →数字の「０９」をパンチ 

「控除対象扶養親族」：「空欄」「0」「00」の場合              →数字の「００」をパン 
：「０１（または）イ」の記載がある     →数字の「０１」をパンチ 

：「０２（または）ロ」の記載がある     →数字の「０２」をパンチ 

：「０３（または）ハ」の記載がある     →数字の「０３」をパンチ 

：「０４（または）ニ」の記載がある     →数字の「０４」をパンチ 

：「○（記号のマル）」の記載がある      →数字の「０９」をパンチ 

          ：「１０」「１１」「２０」「２１」「３０」「３１」「４０」「４１」「５０」「５１」 

「６０」「６１」「７０」「７１」「８０」「８１」「９０」「９１」の記載がある 

                    →記載のとおりパンチ 

：それ以外の数字の記載がある       →数字の「０９」をパンチ 

※記載の数字が「１」「２」のように１桁の場合は、「０１」「０２」のように置き換えてパンチしてく

ださい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旧様式の給与支払報告書で提出された場合は指示のとおりパンチしてください。 

 

８ 配偶者・扶養親族の区分について 

新潟 花子 

01 
新潟 一郎 新潟 三郎 

新潟 英二 03 

控除対象扶養親族： 

非居住の場合「０１～０４」 

が記載されています 

１６歳未満の扶養親族： 

非居住の場合「○」が 

記載されています 

新潟 花子 

控除対象配偶者： 

非居住の場合「○」が 

記載されています 
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以下旧様式の給与支払報告書で提出された場合は指示のとおりパンチしてください。 

＜「寡婦・ひとり親」について＞ 

平成２９年度～令和２年度までの旧様式は、「ひとり親」の欄が「寡婦特別」「寡夫」になっています。 

「寡婦特別」「寡夫」欄に〇がついている場合は、「ひとり親」に置き換えてパンチ願います。 

 

 

＜「１６歳未満扶養親族」について＞ 

・平成２４年度～平成２８年度の旧様式は、「１６歳未満扶養親族」の欄が「未成年者」の隣の欄にあ

るため、現在の様式に置き換えてパンチしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 旧様式の給報パンチについて 
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・平成２３年度以前の様式には「１６歳未満扶養親族」欄がありません。 

摘要欄に四角囲みで 人と記載をするので、‘１６歳未満扶養親族’にその人数をパンチしてください。 

 

 

 

＜「住宅ローン控除に関する事項」について＞ 

                                

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

2 人 

 

～以下のように「摘要」欄に記載がある場合～ 

平成２５年７月７日入居 
「４２５０７０７」  
… でパンチ願います。 

Ｈ（平成）…４  

Ｒ（令和）…５ で読み替えます。 

・和暦ではなく西暦で居住年月日の記載がある場合。 

「４２７０７０７」  
… でパンチします。 ２０１５年７月７日 入居 

 ２０１５年 ⇒ 平成２７年 

和暦に読み替えたあと， 

上記の例と同じく読み替えます。 

・「年」「月」「日」が「．」または「／」で記載されている場

Ｈ２５．７．７  「４２５０７０７」  
… でパンチします。 

Ｈ２５／７／７ 居住開始 



 
 
 
 
③ 

10 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

※平成 29 年度から・・・ 

 

 

 

 

 

・「居住開始年月日」に記載があり、「ここ」に、 記載がない場合は、「11」とする。 

 数値の記載がある場合は数値のとおりとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・居住年月日の記載が２つ以上ある場合はパンチしません。 

H18.7.7     借入等年末残高 住 11,500,000 
H25.10.10   借入等年末残高 住 9,000,000 
 

赤下線が引かれていて

も、パンチしません。 

※ 不明点がありましたら‘０埋めパンチ’としてください。 

H２５．７．７ ここ 



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．NENHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

600 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

令和０３年度以降用 記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (103) 年金支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 21 24 25 26

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記載あり：１

ＣＡＲＤ  ＮＯ 記載なし：φ

ＮＯＴＥＳ

（内　人）の記載があった場合パンチ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 31

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

※先頭に‘+'または
'－'の符号を付ける

ＮＯＴＥＳ

記載あり：１

記載なし：φ

資
料
区
分

資
料
番
号

個
人
番
号

氏
名
カ
ナ

生
年
月
日

1/2

2025年9月22日

＊

① ② ③ ④ ⑤

パ

ン

チ

指

示

‘404'

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
    令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφをパンチ

固
定

記入どおり 記入どおり BS
B= SP

姓と名の間に1ブランク

9(3) 9(14) X(12) X(60) 9(7)

⑫ ⑬ 22 23 27⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
控対配
情報

扶養人数
情報

扶
養
年
少
人
数

障害者人数
情報

社
会
保
険
料
控
除

　
控
対
配
一
般

　
控
対
配
老
人

　
扶
養
特
定
人
数

　
扶
養
老
人
数

　
扶
養
他
人
数

　
同
居
特
障
人
数

　
障
害
特
人
数

　
障
害
他
人
数

　
ひ
と
り
親

　
寡
婦

支
払
金
額
1
・
4
号

源
泉
徴
収
税
額

 
 
 
 
1
・
4
号

支
払
金
額
2
・
5
号

源
泉
徴
収
税
額

 
 
 
 
2
・
5
号

支
払
金
額
3
・
6
号

源
泉
徴
収
税
額

 
 
 
 
3
・
6
号

9(9) 9(9) 9(9) 9(2) 9(2) 9(9)9(9) 9(9) 9(9) 9(9) 9(9)

支
払
金
額
7
号

源
泉
徴
収
税
額
7
号

　
本
人
特
障

 
本
人
他
障

パ

ン

チ

指

示

HZ
B=φ

B=φ HZ
B=φ

B=φ HZ
B=φ

源泉控除対象配偶者
控除対象扶養親族１－フリガナ

フ
リ
ガ
ナ

個
人
番
号

配偶者の合計所得
4
8
万
以
下

B=φ

28 29 30 32

X(60) X(12) S9(7)※ X(60)

パ

ン

チ

指

示

BS
B= SP

姓と名の間に1ブランク

記入どおり HZ
B=φ

BS
B= SP

姓と名の間に1ブランク

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

ZKPCH．NENHO パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

600 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

令和０３年度以降用 記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (103) 年金支払報告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ 40

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

「（退）」が赤丸で

ＣＡＲＤ  ＮＯ 囲まれていたら‘1'

ＮＯＴＥＳ

X(60)

X(12) X(60) X(12)

控
除
対
象
扶
養
親
族
２

－
個
人
番
号

１６歳未満の扶養親族１－フリガナ
１

６

歳

未

満

の

扶

養

親

族

１

－

個

人

番

号

35 36 37

2/2

2025年9月22日

パ

ン

チ

指

示

記入どおり BS
B= SP

姓と名の間に1ブランク

33 34

控
除
対
象
扶
養
親
族
１

－
個
人
番
号

控除対象扶養親族２－フリガナ

X(12)

パ

ン

チ

指

示

記入どおり BS
B= SP

姓と名の間に1ブランク

記入どおり

9(2) 9(2) 9(2)

源

泉

控

除

対

象

配

偶

者

－

国

外

居

住

区

分

控

除

対

象

扶

養

親

族

１

－

国

外

居

住

区

分

控

除

対

象

扶

養

親

族

２

－

国

外

居

住

区

分

１

６

歳

未

満

の

扶

養

親

族

１

－

国

外

居

住

区

分

１

６

歳

未

満

の

扶

養

親

族

２

－

国

外

居

住

区

分

454443424138 4746

パ

ン

チ

指

示

BS
B= SP

姓と名の間に1ブランク

記入どおり

１６歳未満の扶養親族２－フリガナ
１

６

歳

未

満

の

扶

養

親

族

２

－

個

人

番

号

X(60) X(12)

退

職

手

当

有

扶

養

親

族

等

区

分

9(2) 9(2)

39

HZ
B=φ

SP

SP

X(14)

所

得

税

定

額

減

税

控

除

外

額

所

得

税

定

額

減

税

控

除

済

額

9(7)9(7)

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*

※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。



２
３

４
５

６ ７

９８

１０
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新潟市役所 市民税課 

更新日：令和７年９月 日 

 

＜目次＞ 

１．新様式のパンチについて 

２．旧様式のパンチについて 

３．退職手当有扶養親族等区分について 

４．配偶者・扶養親族の居住区分について 

 

 

 

令和４年度から、以下の様式です。 

 

令和３年度以前からの変更点は項目の名称のみです。（★印） 

変更点：「特別寡婦」⇒「ひとり親」、「寡婦・寡夫」⇒「寡婦」 

 

令和 3 年度以前の旧様式で提出があった場合、「特別寡婦」・「寡夫」に該当が有った場合は「ひと

り親」に読み替えてパンチしてください。 

 

令和８年度 パンチ指示書（年金支払報告書） 

１ 新様式のパンチについて 



 
 
 
 
④ 

2 
 

 

 ＜令和３年度の旧様式＞ 

 

平成３１年度から、控除対象配偶者欄に、㉚「配偶者の合計所得」、㉛「３８（Ｒ３～は４８）万円

以下」の項目が追加されました。 

㉛欄に記載がある場合は「１」をパンチ願います。 
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※公的年金支払報告書は、区分が 4 段、または 3 段の様式が混在します。 

入力項目の番号（上記）に準じて処理してください。 

 

Ｈ29 年度～Ｈ30 年度の公的年金支払報告書様式で提出された場合 

  控除対象配偶者欄に、㉚「配偶者の合計所得」、㉛「38（４８）万円以下」の項目がありません。 

 

※（適要）欄に控除対象配偶者の所得が記載されている場合、パンチせず、 

“配偶者所得の記載あり”とフセンをつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 旧様式の年報パンチについて 
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Ｈ２７年１０月までの公的年金等支払報告書（３段で書かれている場合）で提出された場合 

 

○所得税法第２０３条の３第２号適用分か第３号適用分のどちらか１つに記載がある場合 

 

 

○２号適用分と３号適用分の両方に記載がある場合 

 

・摘要欄に「同居の特別障害者数」の人数が記載されている場合は、“項番㉔”欄にパンチして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払金額は旧様式の 2 号適用欄分

として“項番⑧”欄にパンチしてく

ださい。源泉徴収税額は“項番⑨”
欄にパンチしてください。 

⑥ 
⑧ 
⑫ 

⑦ 
⑨ 
⑬ 

2 号適用分と 3 号適用分を合計

して市民税課にて補記します。  
支払金額は旧様式の 2 号適用欄

分として“項番⑧”欄にパンチし

てください。源泉徴収税額は“項
番⑨”欄にパンチしてください。   

⑥ 
⑧ 
⑫ 

⑦ 
⑨ 
⑬ 
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・令和６年度より、退職手当の支払いを受ける一定の配偶者・扶養親族がいる場合は、摘要欄に「（退）

氏名・続柄・生年月日・住所・障害者である場合はその旨」を記載し、併せて 5 人目の以降の 16 歳未

満の扶養親族の個人番号の欄に「（退）個人番号」を記載することとなりました。 

上記の記載がある場合、摘要欄の「（退）」の印字を職員が赤字で丸囲み、または、赤字で補記します。

この場合、項目４０番：退職手当有扶養親族等区分に“１”をパンチしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・控除対象配偶者および扶養親族について、非居住（国外に居住している）の場合は、下記の区分欄に○

（記号のマル）もしくは数字が記入されています。 

「控除対象配偶者」「１６歳未満の扶養親族」・・・非居住に該当する場合「○（記号のマル）」 

「控除対象扶養親族」・・・非居住に該当する場合「０１（または）イ」「０２（または）ロ」 

「０３（または）ハ」「０４（または）ニ」 

  

上記の記載がある場合、項目＿番：●●に以下のようにパンチしてください。 

「控除対象配偶者」「１６歳未満の扶養親族」 

：「空欄」「0」「00」の場合    →数字の「００」をパンチ 
：「○（記号のマル）」の記載がある →数字の「０１」をパンチ 

：「✓」など上記以外の記載がある →数字の「０９」をパンチ 

「控除対象扶養親族」：「空欄」「0」「00」の場合          →数字の「００」をパンチ 
：「０１（または）イ」の記載がある     →数字の「０１」をパンチ 

：「０２（または）ロ」の記載がある     →数字の「０２」をパンチ 

：「０３（または）ハ」の記載がある     →数字の「０３」をパンチ 

：「０４（または）ニ」の記載がある     →数字の「０４」をパンチ 

：「○（記号のマル）」の記載がある     →数字の「０９」をパンチ 

         ：５以上や「✓」など上記以外の記載がある     →数字の「０９」をパンチ 

 

※記載の数字が「１」「２」のように１桁の場合は、「０１」「０２」のように置き換えてパンチしてく

ださい 

３ 退職手当有扶養親族等区分について 

（退）新潟太郎・夫・昭和３１年１月１日・新潟市中央区学校町通１－１ 

  
項 目 ４ ０ 番 に

「１」をパンチ 

４ 配偶者・扶養親族の居住区分について  



 
 
 
 
④ 

6 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

控除対象配偶者： 

非居住の場合「○」が 

記載されています 

 

新潟 花子 01 新潟 一郎 

控除対象扶養親族： 

非居住の場合「０１～０４」

が記載されています 

16 歳未満の扶養親族： 

非居住の場合「○」が 

記載されています 

新潟 次郎 



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
PUNCH_2B．DAT 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

700 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (105) 確定申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ ＳＰ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ⑪ ⑫ ⑬ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉓

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおりパンチ 記入どおりパンチ 記入どおりパンチ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

B=φ B=φ

親
族
別
居
区
分

記載　あれば１
　　　無ければφ

9(7) X(12)

パ

ン

チ

指

示

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

記載　あれば１
　　　無ければφ

S9(10)　※ S9(10)　※ 9(7) X(12) 9(7) X(12)

親族生年月日 親族個人番号

親
族
障
害
区
分

記載　あれば１
　　　無ければφ

記載　あれば１
　　　無ければφ

地震保険料控除

勤
労
学
生
控
除

本
人
障
害
区
分

本
人
特
別
障
害
区
分

配偶者や親族に関する事項

配
偶
者
同
一
区
分

配
偶
者
別
居
区
分

配

偶

者

そ

の

他

調

整

区

分

新個人年金保険料
の金額
（続き）

旧個人年金保険料の金額 旧長期損害保険料の計

配偶者に関する事項 親族に関する事項（１） 親族に関する事項（２）

配偶者生年月日 配偶者個人番号

配
偶
者
障
害
区
分

配

偶

者

特

別

障

害

区

分

親

族

そ

の

他

調

整

区

分

親族生年月日 親族個人番号

親
族
障
害
区
分

親

族

特

別

障

害

区

分

親

族

１

６

才

未

満

区

分

S9(10)　※ S9(10)　※

パ

ン

チ

指

示

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

⑨ ⑩ ⑭ ⑮ ㉑ ㉒

X(10) S9(10)　※ S9(10)　※ S9(10)　※ S9(10)　※ S9(10)　※

㉑ ㉒

新

個

人

年

金

保

険

料

の

金

額

連絡データ
作成年月日

（続き）

第

２
表
コ
ー

ド

台帳番号

身
元
確
認

番
号
確
認

本

人

確

認

更

新

判

別

コ
ー

ド

⑧

余白１

雑損控除 生命保険料控除

 損害金額 損害補填金額  災害関連支出 新生命保険料の金額 旧生命保険料の金額 介護医療保険料の金額

X(120)

パ

ン

チ

指

示

記入どおり　必ず120桁

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

1/3

2025年9月22日

①

ファイル名　（以下は参考の内訳情報）

資料番号

国税庁から連携した時点の未加工のファイル名（拡張子は除く）

デ
ー

タ
区
分

フ

ァ
イ

ル
種

別

送信先
地方自治体

コード
連絡データ
作成年月日

取
込
区
分

異動年月日 局署番号 整理番号 バッチ番号 受付番号

送

信

先

判

別

コ
ー

ド

国税部内使用コー
ド

1月1日
地方自治体

コード

申
告
区
分

確

定

申

告

書

区

分

課

税

異

動

事

由

コ
ー

ド

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*
パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
PUNCH_2B．DAT 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

700 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (105) 確定申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗
配偶者や親族に関する事項

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおりパンチ 記入どおりパンチ 記入どおりパンチ 記入どおりパンチ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

B=φ B=φ B=φ B=φ B=φ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおりパンチ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

B=φ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

記入どおりパンチ 記入どおりパンチ 記入どおりパンチ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ

ン

チ

指

示

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
　  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

生年月日

9(7) S9(10)　※ X(12) 9(7) S9(10)　※

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

X(12) 9(7) S9(10)　※ X(12) 9(7)

市区町村
（続き）

生年月日 専従者給与（控除）額 個人番号 生年月日 専従者給与（控除）額

㊲ ㊳ ㊴

個人番号 生年月日 専従者給与（控除）額 個人番号

㊲
専従者情報

専従者（１） 専従者（２） 専従者（３）

㊲ ㊳ ㊴ ㊲ ㊳ ㊴

S9(10)　※ S9(10)　※ S9(10)　※ S9(10)　※

パ

ン

チ

指

示

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

9(7) X(12) S9(10)　※ S9(10)　※ S9(10)　※

記載　あれば１
　　無ければφ

記載　あれば１
　　　無ければφ

親族生年月日 親族個人番号

親
族
障
害
区
分

親

族

特

別

障

害

区

分

親

族

１

６

才

未

満

区

分

親
族
別
居
区
分

徴収方法 住民税
親族に関する事項（７） 徴

収

方

法

・

特

別

徴

収

徴

収

方

法

・

普

通

徴

収

配当に関する住民税の特例 配当割額控除額 株式等譲渡所得割額控除額

寄付金税額控除 　　　　　　　条例指定分

親

族

そ

の

他

調

整

区

分

都道府県、市区町村分
住所地の共同募金、

日赤支部分
都道府県 市区町村

㉑ ㉒ ㉚ ㉛ ㉜ ㉝ ㉞ ㉟ ㊱

X(12)

パ

ン

チ

指

示

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
　  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
　  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
　  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、
　  令和=5に読み替える

元年は01年に読み替える
年月日の空白はφを

パンチ

記載
あれば１
無ければφ

9(7) X(12) 9(7) X(12) 9(7) X(12) 9(7)

記載　あれば１
　　　無ければφ

記載　あれば１
　　　無ければφ

記載　あれば１
　　　無ければφ

記載　あれば１
　　　無ければφ
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^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
PUNCH_2B．DAT 1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ   記入されているどおりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

700 チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名（112） 個人市県民税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 (105) 確定申告書
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 頁＝

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４． Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日

10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者

７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ ㊵ ㊶ ㊸ ㊹ ㊺ ㊻ ㊻ ㊻ ㊻ ㊻ ㊻ ㊻ ㊼ ㊽ ㊽ ㊽ ㊽ ㊽ ㊽ ㊽

余白２

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

B=φ 記入どおりパンチ

記入どおりパンチ 記入どおりパンチ φ固定 記載　あれば１　無ければφ 記載　あれば１　無ければφ

ＣＡＲＤ  ＮＯ 「退職所得のある配偶者・親族の氏名」「個人番号」「生年月日」の何れかに記載　あれば１　無ければφ

・「平成●●年●●月●●日」の記載がある場合、元号を平成=4に読み替えてパンチ

パンチ状態を以下の条件に合わせて設定する。 ・「令和●●年●●月●●日」の記載がある場合、元号を令和=5に読み替えてパンチ

ＮＯＴＥＳ ・全ての項目をパンチしない場合は　　　１ ・「令和元年●●月●●日」の記載がある場合、

・一部の項目をパンチしない場合は　　　２ 　元号を令和=5、元年を01年に読み替えてパンチ

・全てパンチしたが確認が必要な場合は　３ ・それ以外は　φ

・それ以外は　φ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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B=φ
元号は明治=1、大正=2、
　　　昭和=3、平成=4、

　  令和=5に読み替える
元年は01年に読み替える

年月日の空白はφを
パンチ

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

HZ
B=φ

※先頭に＋または－の符号がつく

専従者の続柄欄に「妻」または「夫」と記載されている場合は１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ以外はφ

「子の妻」や「子の夫」、「配偶者」、「嫁」もそれ以外と判断してφ

S9(10)　※ X(12) 9(7) S9(10)　※ X(12)
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※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。



ファイル名（例）
パンチせずフラグ
退職手当有扶養親族等区分

１
41
44

２ ３ ４

５

６

７

８

９

１０

※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。

１１
１２ １３

４２

１５

２２

２２

２２

２２

１４

２１

２１

２１

２１

16 17

23

23

23

23

24
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24

24

45 18 19
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26
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26
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46
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48
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48

48

20

27

27

27

27

３９

３９
40

３７

３７

３８

３８

３０ ３１ ３２ ２８ ２９ ３３ ３４ ３５ ３６

４４ ４４

49

50

50

50

50
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新潟市役所 市民税課 

更新日：令和７年９月２２日 

＜目次＞ 

１．生命保険料控除欄について 

２．事業専従者に関する事項の欄について 

３．配偶者や親族に関する事項について 

４．住宅ローン控除に関する事項（居住年月日）について 

５．「退職所得のある配偶者・親族の氏名」欄について 

６．配偶者・扶養親族の非居住区分について 

７．配偶者や扶養に関する事項のその他について ←【Ｒ８】追加 

 

 

次のような場合は指示のとおりにパンチ入力してください。 

 

 

 

 

 

次のような場合は指示のとおりにパンチ入力してください。 

 

 

 

 

  

Ｒ８年度 パンチ指示書（確定申告書） 
 

１ 生命保険料控除欄について 

数字でなく文字の場合は「０」とし， 

‘パンチせずフラグ’に「２」を 

パンチしてください。 

金額と文字の併記の場合は金額だけパン

チしてください。 

「20,000」 

２ 事業専従者に関する事項の欄について 

「夫」「妻」をひらがな・カタカナで記入の場

合は「１」。「配偶者」、「嫁」の場合は「０」。 
本人にとって「配偶者」ではな

い関係の場合は「０」。 
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次のような場合は指示のとおりにパンチ入力してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
                                                   

  
 

 
 
 
 

 
 

３ 配偶者や親族に関する事項の欄について 

上図のように申告者が枠を手書きしたり，欄外に記入したりしている場合は 

‘パンチせずフラグ’に「２」をパンチしてください。 

４ 住宅ローン控除に関する事項（居住年月日）について 

～以下の左記のように「特例適用条文等」に記載がある場合右記のようにパンチします～ 

・年号を下記に読み替えます。 

 
Ｈ（平成） … ４ 

Ｒ（令和） … ５ 

で読み替えます。 

それ以外は“０埋めパンチ”としま

す。 
「４２７０３１５」  
… でパンチ願います。 

・和暦ではなく西暦で居住年月日の記載がある場合。 ・西暦を和暦に読み替えた後，上

記の例と同じよう年号を数字１文

字に読み替えます。 

２０１９年⇒令和元年 

 

 

「５０１０７０７」  
… でパンチします。 ・居住年月日の記載が 2 つ以上ある場合。 

“０埋めパンチとし， 

“パンチせずフラグ”に「2」

をパンチします。 
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様式の改定により、確定申告様式第二表下部住民税に関する事項に「退職所得のある配偶者・親族 

の氏名」の欄が追加されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確定申告様式第二表下部「配偶者や親族に関する事項」の欄の国外居住について、扶養配偶者 

および扶養親族が国外に居住している場合は、下記の通り記入されています。（定義） 

最上段「配偶者」   ・・・「国外居住」欄「国外」を○囲み 

２段目以降「扶養親族」・・・「国外居住」欄左列の四角内に「１～５」の数字が記入されている 

 

以下のようにパンチしてください。 

最上段「配偶者」 

：「国外」に○囲みか「✓」がある   →数字の「１」をパンチ 
：「国外」に記載が無い場合      →数字の「0」をパンチ 
：「国外」に上記以外の数字や記号   →数字の「9」をパンチ 

２段目以降（原則 4 段目まで） 

：「１～５」の数字が記載されている            →数字の「１～５」をパンチ 

：空欄か「０（ゼロ）」になっている        →数字の「０」をパンチ 

：６以上の数字や✓など上記以外の記号等の記載 →数字の「９」をパンチ 

 
 

 

５ 「退職所得のある配偶者・親族の氏名」欄について 

 

上図のうち、「退職所得のある配偶者・親族の氏名」「個人番号」「生年月日」のいずれかに 

記載があれば、「１」をパンチしてください。記載なしの場合は入力の必要はありません。 

６ 配偶者・扶養親族の非居住区分について 

33 10 25 

2 
4 1 14 

6 2 15 
6 2 15 

4 5 6 4 
3 

1 
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※令和７年度税制改正があるため特定親族特別控除が追加となり、仕様書の修正がある予定です。 

 

住宅 

 記載「○マル」があれば「1」 無ければ「０（ゼロ）」 

   「✓」があれば「1」 無ければ「０（ゼロ）」 

   上記以外の記号→パンチせずフラグ”に「2」をパンチ 

 

特親 

 ：「０３」「０６」「１１」「２１」「３１」「４１」「５１」「６１」「６３」→記載のとおりパンチ 

 ：「３」「６」の場合→それぞれ「０３」「０６」をパンチ 

 

その他 

：「１」の数字が記載されている            →数字の「１」をパンチ 

：空欄か「０（ゼロ）」になっている        →数字の「０」をパンチ 

：２以上の数字や✓など上記以外の記号等の記載 →パンチせずフラグ”に「2」をパンチ 

 

 
 

７ 配偶者や扶養に関する事項の住宅と特親、その他について ←【Ｒ８】追加 



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ  項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ  記入されているどおりにパンチする。

2 Ｂ  Ｓ  項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ  指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 3 Ｈ  Ｓ  項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 4 5 6

７００ 4 ＳＰ  その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5 コード 113
5 ０＝０  項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 4 5 6 業  務  名 法人市民税

 備  考 6 Ｂ＝ＳＰ  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 221
15  その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZH.SINKDATA

1

1 頁 ＝ 2

9 Ｂ＝０  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 作成日 2025/9/22

担当者 市民税担当ＳＥ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ (100)

Ｂ＝０
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ (200)

Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ (300)

Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ｓ

ＮＯＴＥＳ

租税条約の実施に係る
法人税割額の控除額

⑭

12

既に納付の確定した
当期分の法人税割額

⑬

12

差引法人税割額
⑤-⑦＋⑧-⑨-⑩-⑪又は

⑥-⑦＋⑧-⑨-⑩-⑪

⑫

12

仮装経理に基づく
法人税割額の控除額

⑪

12

外国の法人税等の額の控除額

⑩

12

市民税の特定寄附金税額控除額

⑦

12

２以上の市町村に事務所又は事業所を
有する法人における課税標準となる

法人税額及び
その法人税割額　⑤/㉓×㉔

⑥の右欄

12

２以上の市町村に事務所又は事業所を
有する法人における課税標準となる

法人税額及び
その法人税割額　⑤/㉓×㉔

⑥の左側

12

法人税法の規定によって
計算した法人税額

①

12

使途秘匿金税額等

①の（　　）内

７０００

14  指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。）

7
 この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を
貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 パ

ン

チ

指

示

決

定

時

の

注

意

 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。
 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。
 ３．ＨＳは、できる限り避ける。
 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。
 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。
 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。
 ７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

8 ０＝不明  項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を貼る。

10 前づめ
 項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前につめて
パンチする。

パ

　

ン

　

チ

　

指

　

示

　

記

　

入

　

要

　

領

13
 項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では５カラムに”５”を
パンチする

8 9 3 13 2

法人市民税　申告書データ

　　　　　　　（第２０号様式） 年 月 日

パ
タ
ー

ン
コ
ー

ド

整理番号 管理番号

申
告
区
分

法人番号

申告年月日

2 2

パ

ン

チ

指

示

元
号

11

Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０

パ

ン

チ

指

示

（頭1桁'０'固定　＋　８桁パンチ） Ｂ＝０
Ｂ＝ＳＰＨＺ

パ

ン

チ

指

示

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ 各項

期末現在の資本等の金額

ＨＺ 各項 各項 ＨＺ

期末現在の資本金の額又は出資金の額

年

142 2

月 日

この申告の基礎

（上段） （下段）

元
号

元
号

納税者ＩＤ

年 月 日

2 2

課課税標準となる法人
税額

及びその法人税割額
①＋②－③＋④

⑤の右欄

12

課税標準となる法人税額
及びその法人税割額

①＋②－③＋④

⑤の左側

12

退職年金等積立金に係る法人税額

④

12

還付法人税額等の控除額

③

12

試験研究費の額等に係る
法人税額の特別控除額

②

期末現在の
資本金等の額

14

Ｂ＝０ＨＺ ＨＺ
Ｂ＝０ Ｂ＝０

2 2

122222

ＨＺ ＨＺ Ｂ＝０

期末現在の資本金の額及び
資本準備金の額の合算額

14

Ｂ＝０ Ｂ＝０

年 年

Ｂ＝ＳＰ
ＨＺ

Ｂ＝０

事業年度

開始日 終了日

元
号

月 日
元
号

月 日

2 2

各項 各項 ＨＺ ＨＺ
Ｂ＝０

12

*

７００ １０

市民税賦課システム（法人市民税）

ZH.SINKDATA

２２１

'1'固定



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ  項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ  記入されているどおりにパンチする。

2 Ｂ  Ｓ  項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ  指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 3 Ｈ  Ｓ  項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 4 5 6

７００ 4 ＳＰ  その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5 コード 113
5 ０＝０  項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 4 5 6 業  務  名 法人市民税

 備  考 6 Ｂ＝ＳＰ  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 221
15  その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZH.SINKDATA

2

2 頁 ＝ 2

9 Ｂ＝０  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 作成日 2025/9/22

担当者 市民税担当ＳＥ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ (400)

Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1 1 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＳＰ固定 ＳP固定 ＳP固定 ＳP固定 (500)

Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０
ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ (700)

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

12

既に納付の確定した当期分の均等割額

⑱

12

（531-632）

差引
⑳－㉑

㉒

符
号

数値

12

⑳のうち見込納付額

㉑

12

この申告により納付すべき市民税額
⑮＋⑲

⑳

符
号

数値

12

（レコード１）

区
コ
ー

ド

2

指定都市に申告する場合の⑰の計算        

2

符
号

数値

12

当該法人の
全従業者数

8

分割基準

（レコード２）

2 2 6

均等割額

7

従業者数

6

均等割額

⑰

12

均等割税率

8

月
数
　
⑯

法人市民税　申告書データ

　　　　　　　（第２０号様式）

 指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。）

7
 この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を
貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 パ

ン

チ

指

示

決

定

時

の

注

意

 項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前につめて
パンチする。

パ

　

ン

　

チ

　

指

　

示

　

記

　

入

　

要

　

領

13
 項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では５カラムに”５”を
パンチする

14

 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。
 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。
 ３．ＨＳは、できる限り避ける。
 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。
 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。
 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。
 ７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

8 ０＝不明  項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を貼る。

10 前づめ

７０００

この申告により納付すべき
法人税割額
⑫－⑬－⑭

⑮

この申告により納付すべき均等割額
⑰－⑱

⑲

符
号

数値

パ

ン

チ

指

示

翌
期
中
間

申
告
要
否

パ

ン

チ

指

示

ＨＺ
Ｂ＝０

従業者数
月
数

区
コ
ー

ド

月
数

KK

支店名漢字

15

銀行名漢字

15

新潟市分の
均等割の税率
適用区分に

用いる従業者数

8

左のうち
新潟市分の
従業者数

8

パ

ン

チ

指

示

（レコード８）

申
告
期
限

延
長
有
無

無

均等割額

7 61

ＳＰ

要 否 有

ＳP固定 ＳP固定

口座番号

7

金融機関コード

7

口
座
種
別

2

*

市民税賦課システム（法人市民税）

ZH.SINKDATA

７００ １０

'＋' or '－' or ＳＰ '＋' or '－' or ＳＰ '＋' or '－' or ＳＰ

要に○ ⇒ 要に'1' 否に'0'
否に○ ⇒ 要に'0' 否に'1'

記載無し ⇒ ＳＰ

記載がある行のみパンチする。
（レコード１より順次格納していく。最大８レコード。）

格納のないレコードはゼロ埋めする

'＋' or '－' or ＳＰ



【第 20 号様式】法人市民税パンチ資料（R8.1.1～） 
 
（1）パンチ用紙レイアウト 
 別紙参照 
 
（2）データエントリ（パンチ）方法 
 下記のレコードを作成します。（項番は別紙【第 20 号様式（R8.1.1～）】に対応） 
 
項番 項目名 内容 

1 パターンコード 1 固定 
2 整理番号 欄外（用紙上部）に記載されている数字をパンチ（記載が

ない時は 0） 
3 管理番号 頭 1 桁 0 固定＋8 桁パンチ（記載がない時は 0） 
4 申告区分 記載されている数字（記載がない時は 0） 
5 法人番号 記載されている数字（記載がない時はスペース） 
6 申告年月日 記載されている数字（記載がない時は 0） 
7 納税者ＩＤ 記載されている記号と数字（記載がない時はスペース） 
8 この申告の基礎 記載されている数字（記載がない時は 0） 
9 期末現在の資本金の額又は出資金の

額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

10 期末現在の資本金の額及び資本準備

金の額の合算額 
記載されている数字 
（記載がない時及び該当項目がない時は 0） 
ただし，マイナス表記（－又は△）の場合はすべてパンチ

せずに付箋をつけて返却 
11 期末現在の資本金等の額 記載されている数字（記載がない時は 0） 

ただし，マイナス表記（－又は△）の場合はすべてパンチ

せずに付箋をつけて返却 
12 事業年度 記載されている数字（記載がない時は 0） 
13 使途秘匿金税額等 記載されている数字（記載がない時は 0） 
14 法人税法の規定によって計算した法

人税額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 
ただし，マイナス表記（－又は△）の場合はすべてパンチ

せずに付箋をつけて返却 
15 試験研究費の額等に係る法人税額の

特別控除額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

16 還付法人税額等の控除額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
17 退職年金等積立額に係る法人税額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
18 課税標準となる法人税額及びその法

人税割額 （⑤の左欄） 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

19 課税標準となる法人税額及びその法

人税割額 （⑤の右欄） 
記載されている数字（記載がない時は 0） 



20 ２以上の市町村に事務所又は事業所

を有する法人における課税標準とな

る法人税額及びその法人税割額 

（⑥の左欄） 

記載されている数字（記載がない時は 0） 

21 ２以上の市町村に事務所又は事業所

を有する法人における課税標準とな

る法人税額及びその法人税割額 

（⑥の右欄） 

記載されている数字（記載がない時は 0） 

22 市民税の特定寄附金税額控除額 記載されている数字（記載がない時は 0） 

23 外国の法人税等の額の控除額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
24 仮装経理に基づく法人税割額の控除

額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

25 差引法人税割額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
26 既に納付の確定した当期分の法人税

割額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

27 租税条約の実施に係る法人税割額の

控除額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

28 この申告により納付すべき法人税割

額 
記載されている数字（記載がない時は符号を＋，数字を 0） 

29 月数 記載されている数字（記載がない時は 0） 
30 均等割税率 記載されている数字（記載がない時は 0） 
31 均等割額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
32 既に納付の確定した当期分の均等割

額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

33 この申告により納付すべき均等割額 記載されている数字（記載がない時は符号を＋，数字を 0） 
34 この申告により納付すべき市民税額 記載されている数字（記載がない時は符号を＋，数字を 0） 
35 ⑳のうち見込納付額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
36 差引 記載されている数字（記載がない時は符号を＋，数字を 0） 
37 当該法人の全従業者数 記載されている数字（記載がない時は 0） 
38 左のうち新潟市分の従業者数 記載されている数字（記載がない時は 0） 
39 新潟市分の均等割の税率適用区分に

用いる従業者数 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

40 翌期中間申告要否 要に○ ⇒ 要に 1，否に 0 
否に○ ⇒ 要に 0，否に１ 
記載なし⇒ スペース  

41 申告期限延長有無 有に○ ⇒ 有に 1，無に 0 
無に○ ⇒ 有に 0，無に１ 
記載なし⇒ スペース  

42 銀行名漢字 全てスペースでうめる 
43 支店名漢字 全てスペースでうめる 
44 口座種別 全てスペースでうめる 
45 金融機関コード 全てスペースでうめる 



46 口座番号 全てスペースでうめる 
47 指定都市に申告する場合の⑮の計算 記載されている行のみパンチ（記載がないレコードは 0） 

ただし，従業者数が空欄かつ均等割額が空欄の場合，1 行

すべてパンチ不要 ※ 
 
 
※ 具体例 

区名 区コード 月数 従業者数 均等割額 パンチ 
 01 12 5 50,000 要 
 02 12 5  要 
 03 12  50,000 要 
 04    不要 
 05 12   不要 

 
※新潟市発行分・ｅＬｔａｘ分共通 
※項目７については、ｅＬｔａｘ帳票のみ。全体の 8 割。 



R8.1.1～

受付番号:R0000000000000　受付日:令和00年00月00日　利用者ID:aaa00000000　様式ID:R0000a0000　ID:n0000000000７
00000000２ ４３

５ ６

８

９
１０

１２

１３

４７

項目6,8,12：元号を数字化。
補記します。令和は「５」

１１

１４
１５
１６
１７

１９１８
２０ ２１

２３

２２

２４
２５
２６
２７

２９
３０

２８
３１

３４

３２
３３

３５

４０

３７

３６

３８ ３９

４１

⑧、⑨飛ばして入力

４２ ４３
４４

４６４５



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ  項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ  記入されているどおりにパンチする。

2 Ｂ  Ｓ  項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ  指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 3 Ｈ  Ｓ  項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 4 5 6

７００ 4 ＳＰ  その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5 コード 113
5 ０＝０  項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 4 5 6 業  務  名 法人市民税

 備  考 6 Ｂ＝ＳＰ  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 222
15  その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZH.SINKDATA

1

1 頁 ＝ 1

9 Ｂ＝０  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 作成日 2025/9/22

担当者 市民税担当ＳＥ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1 1 1 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

(100)

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

(200)

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ （700）

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

12

7 2 6 7

終了日

（レコード１）

指定都市に申告する場合の⑥の計算

月
数

従業者数 均等割額

区
コ
ー

ド

従業者数 均等割額

（レコード２） （レコード８）

2 6

各項
ＨＺ

Ｂ＝０

前期末現在の資本金の額及び
資本準備金の額の合算額

前期末現在の資本金等の額

開始日

14

ＳＰ

366

月
数

2

区
コ
ー

ド

2

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ
Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０

年 月
元

号

各項

事業年度

年 月

2 2

元

号
日

2 12

前事業年度
の法人税割額

①

予定申告額

②

この申告が修正申告である場合は
既に納付の確定した当期分の法人税割額

③

この申告により納付すべき法人税割額
②－③

④

月
数
　
⑤

均等割税率
均等割額

⑥

期末現在の資本等の金額

前期末現在の資本金の額又は出資金の額

Ｂ＝０
ＨＺ
各項

日

申告年月日

納税者ＩＤ

元
号

年 月 日

2 2 2 11 14 14

ＨＺ ＨＺ ＨＺ
Ｂ＝０

2 2

（388-689）

Ｂ＝０ Ｂ＝０
Ｂ＝０

この申告により納付すべき市民税額
④＋⑥

⑦

新潟市分の均等割の
税率適用区分

に用いる従業者数

⑧

12 12 8

ＨＺ

Ｂ＝０ Ｂ＝０ Ｂ＝０

パ

ン

チ

指

示

法人市民税　申告書データ

　　　　（第２０号の３様式）

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

パ
タ
ー

ン
コ
ー

ド

（226-327）

７０００

ＨＺ
Ｂ＝０

ＨＺ
Ｂ＝０

12

（頭1桁'０'固定　＋　８桁パンチ）

 項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では５カラムに”５”を
パンチする

 指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。）

 この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を
貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。

パ

　

ン

　

チ

　

指

　

示

　

記

　

入

　

要

　

領

10

8

7

 項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前につめて
パンチする。

13

14

 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。
 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。
 ３．ＨＳは、できる限り避ける。
 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。
 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。
 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。
 ７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

 項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を貼る。０＝不明

前づめ

パ

ン

チ

指

示

決

定

時

の

注

意

12 2 8

ＨＺ

Ｂ＝０

8

整理番号

13

法人番号

Ｂ＝ＳＰ
ＨＺ

Ｂ＝０
ＨＺＨＺ

3

申
告
区
分

9

管理番号

ＨＺ
Ｂ＝ＳＰ

*

７００ １０

市民税賦課システム（法人市民税）

ZH.SINKDATA

２２２

記載がある行のみパンチする。

（レコード１より順次格納していく。最大８レコード。）

格納のないレコードはゼロ埋めする

'2'固定

ＨＺ

Ｂ＝０



【第 20 号の 3 様式】法人市民税パンチ資料（R8.1.1～） 
 
（1）パンチ用紙レイアウト 
 別紙参照 
 
（2）データエントリ（パンチ）方法 
 下記のレコードを作成します。（項番は別紙【第 20 号の 3 様式（R8.1.1～）】に対応） 
 
 
項番 項目名 内容 

1 パターンコード 2 固定 
2 整理番号 欄外（用紙上部）に記載されている数字をパンチ（記載が

ない時は 0） 
3 管理番号 頭 1 桁 0 固定＋8 桁パンチ（記載がない時は 0） 
4 申告区分 記載されている数字（記載がない時は 0） 
5 法人番号 記載されている数字（記載がない時はスペース） 
6 申告年月日 記載されている数字（記載がない時は 0） 
7 納税者ＩＤ 記載されている記号と数字（記載がないときはスペース） 
8 前期末現在の資本金の額又は出資金の

額 
記載されている数字（記載がない時は 0） 

9 前期末現在の資本金の額及び資本準備

金の額の合算額 
記載されている数字 
（記載がない時及び該当項目がない時は 0） 
ただし，マイナス表記（－又は△）の場合はすべてパンチ

せずに付箋をつけて返却 
10 前期末現在の資本金等の額 記載されている数字（記載がない時は 0） 

ただし，マイナス表記（－又は△）の場合はすべてパンチ

せずに付箋をつけて返却 
11 事業年度 記載されている数字（記載がない時は 0） 
12 前事業年度の法人税割額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
13 予定申告額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
14 この申告が修正申告である場合は 

既に納付の確定した当期分の法人税割

額 

記載されている数字（記載がない時は 0） 

15 この申告により納付すべき法人税割額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
16 月数 記載されている数字（記載がない時は 0） 
17 均等割税率 記載されている数字（記載がない時は 0） 
18 均等割額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
19 この申告により納付すべき市民税額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
20 新潟市分の均等割の税率適用区分に用

いる従業者数 
記載されている数字（記載がない時は 0） 



21 指定都市に申告する場合の⑥の計算 記載されている行をパンチ（記載がないレコードは 0） 
ただし，従業者数が空欄かつ均等割額が空欄の場合，1 行

すべてパンチ不要 ※ 
 
※ 具体例 

区名 区コード 月数 従業者数 均等割額 パンチ 
 01 12 5 50,000 要 
 02 12 5  要 
 03 12  50,000 要 
 04    不要 
 05 12   不要 

 
※新潟市発行分・ｅＬｔａｘ分共通 
※項目 6，11 については、元号を数字で標記。令和は「５」。 
※項目７については、ｅＬｔａｘ帳票のみ。全体の７～８割。 
 



受付番号:R0000000000000　受付日:令和00年00月00日　利用者ID:aaa00000000　様式ID:R0000a0000　ID:n0000000000

00000000２
R8.1.1～

７

３ ４

５ ６

納税者ID：11桁

項目6,9：元号を数字化。
補記します。令和は「５」

８
９

１０
１１

１２

２１

１４

１３

１６

１５

１９
１７ １８

２０



^

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ  項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どおりパンチ  記入されているどおりにパンチする。

2 Ｂ  Ｓ  項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ  指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 3 Ｈ  Ｓ  項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 4 5 6

７００ 4 ＳＰ  その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5 コード 113
5 ０＝０  項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 4 5 6 業  務  名 法人市民税

 備  考 6 Ｂ＝ＳＰ  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 223
15  その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZH.SINKDATA

1

1 頁 ＝ 1

9 Ｂ＝０  項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 作成日 2025/9/22

担当者 市民税担当ＳＥ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ 1 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

（100）

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

（700）

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ
Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

月
数

均等割額

区
コ
ー

ド

月
数

均等割額

ＳＰ

5107 2 2 7 2 2 7 2 2 72

（レコード２）（レコード１）

区
コ
ー

ド

月
数

均等割額

2 2 7

（レコード３）

均等割額

（レコード４） （レコード５） （レコード６）

区
コ
ー

ド

月
数

均等割額 均等割額

指定都市に申告する場合の②の計算

（レコード７） （レコード８）

月
数

均等割額

区
コ
ー

ド

月
数

区
コ
ー

ド

区
コ
ー

ド

月
数

均等割額

区
コ
ー

ド

月
数

区
コ
ー

ド

ＨＺ
Ｂ＝０

均等割額

②

12

年 月

2

Ｂ＝０ Ｂ＝０
ＨＺ

Ｂ＝０

82

各項

前年４月１日から３月３１日までの
間に新潟市内に事務所

又は事業所を有していた期間

2

ＨＺ ＨＺ

年 月 日

2 2 2

月
数
　
①

均等割税率
終了日

元
号

日

法人番号

2

ＨＺ
Ｂ＝０

Ｂ＝ＳＰ

申告年月日

納税者ＩＤ

元
号

年 月 日

2 2 2 11

13

14

 項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では５カラムに”５”を
パンチする

 指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。）

パ

ン

チ

指

示

決

定

時

の

注

意

 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。
 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。
 ３．ＨＳは、できる限り避ける。
 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。
 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。
 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。
 ７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

資本等の金額

14

各項

開始日

元
号

ＨＺ ＨＺ

パ

ン

チ

指

示

パ
タ
ー

ン
コ
ー

ド

パ

　

ン

　

チ

　

指

　

示

　

記

　

入

　

要

　

領

７０００

法人市民税　申告書データ

　　　（第２２号の３様式）

9

管理番号

 この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を
貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。

 項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前につめて
パンチする。

 項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付箋"を貼る。

10

8

8

7

０＝不明

前づめ

3

パ

ン

チ

指

示

パ

ン

チ

指

示

整理番号

申
告
区
分

13

（１97－698）

Ｂ＝０
ＨＺ
各項

Ｂ＝ＳＰ
ＨＺ

Ｂ＝０Ｂ＝０
ＨＺ

Ｂ＝０
ＨＺ

（頭1桁'０'固定　＋　８桁パンチ）
Ｂ＝０
ＨＺ

2 7 2 2 7 2 2 7 2 2

*

７００ １０

市民税賦課システム（法人市民税）

ZH.SINKDATA

２２３

記載がある行のみパンチする。

（レコード１より順次格納していく。最大８レコード。）

格納のないレコードはゼロ埋めする

'3'固定



【第 22 号の 3 様式】法人市民税パンチ資料（R8.1.1～） 
 
（1）パンチ用紙レイアウト 
 別紙参照 
 
（2）データエントリ（パンチ）方法 
 下記のレコードを作成します。（項番は別紙【第 22 号の 3 様式（R8.1.1～）】に対応） 
 
項番 項目名 内容 

1 パターンコード 3 固定 
2 整理番号 欄外（用紙上部）に記載されている数字をパンチ（記載が

ない時は 0） 
3 管理番号 頭 1 桁 0 固定＋8 桁パンチ（記載がない時は 0） 
4 申告区分 記載されている数字（記載がない時は 0） 
5 法人番号 記載されている数字（記載がない時はスペース） 
6 申告年月日 記載されている数字（記載がない時は 0） 
7 納税者ＩＤ 記載されている記号と数字（記載がない時はスペース） 
8 資本金等の額 記載されている数字（記載がない時は 0） 

ただし，マイナス表記（－又は△）の場合はすべてパンチ

せずに付箋をつけて返却 
9 前年 4 月 1 日から 3 月 31 日までの

間に新潟市内に事務所又は事業所を

有していた期間 

記載されている数字（記載がない時は 0） 

10 月数 記載されている数字（記載がない時は 0） 
11 均等割税率 記載されている数字（記載がない時は 0） 
12 均等割額 記載されている数字（記載がない時は 0） 
13 指定都市に申告する場合の②の計算 記載されている行をパンチ（記載がないレコードは 0） 

※ 
 
※ 具体例 

区名 
区内の主たる 

事務所等の所在地 区コード 月数 均等割額 パンチ 

  01 12 50,000 要 
  02  50,000 要 
  03 12  要 
   12 50,000 要 

 
※新潟市分・ｅＬｔａｘ分共通。 
※項目 6，9 については、元号を数字で標記。令和は「５」。 
※項目７については、ｅＬｔａｘ帳票のみ。全体の 1 割にも満たない。 



受付番号:R0000000000000　受付日:令和00年00月00日　利用者ID:aaa00000000　様式ID:R0000a0000　ID:n0000000000

00000000

R8.1.1～

納税者ID：11桁

項目6.9：元号を数字化。補記します。
令和は「５」

２ ３

５ ６

４

７

９

１１ １２

１０

８

１３



UI-P10_022_ZJ.IDODATA(車両異動パンチデータ).xlsx

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どうりパンチ   記入されているどうりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

１６０ １６００ チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード 114

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名 軽自動車税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 101

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZJ.IDODATA
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。 1

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 1 頁 ＝ 1

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日 2025年9月22日
10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者
７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ Ｋ Ｋ
キー項目

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ 各項 Ｂ＝Ｂ＝ ＢＳ ＢＳ
Ｂ＝ＳＰ ＨＺ ＳＰＳＰ Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ Ｂ＝ＳＰ
　ひらがな

or　漢字１文字

ＮＯＴＥＳ 上８桁をパンチする

半角５５，全角１６

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ ＳＰ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＢＳ ＨＺ ＢＳ ＨＺ Ｂ＝ＳＰ　　各項 　　ＨＺ ＢＳ
Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ 　　ＨＺ 　　Ｂ＝ＳＰ 　　Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ 　　Ｂ＝ＳＰ 　

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*

標
識
記
号

１６０ １０

所
有
者
Ｃ
Ｄ

＊

車

名

１ ２ ９ ２０

市民税賦課システム（軽自動車税）

軽自動車税 車両異動データ

ZJ.IDODATA

車

種

２ ２ ２

特
例
区
分

１

標
識
Ｃ
Ｄ

３

標
識
番
号

４

異
動
年
月
日

２ ２

非
課
税
区
分

１ １ １５

１０ ４ ５ １４

車
体
番
号

１０６

パ
ン
チ
指
示

パ
ン
チ
指
示

パ
ン
チ
指
示

更
新
区
分

型

式

排
気
量

合
併
前
自
治
体
Ｃ
Ｄ

イ
メ
ー
ジ
管
理
番
号

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩ ⑪

年 月 日

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

２ ２１

年 月
年
号

初
度
検
査
年
月

燃
料
種
類
Ｃ
Ｄ

２

⑯

⑰

１３ ８

⑱

共
通
番
号

【資料２－１】

※尚、本パンチ指示は、車種：②の中で「05 軽二輪」「14 二輪」で適用する。













UI-P10_023_ZJ.IDODATA(車両異動パンチデータ).xlsx

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どうりパンチ   記入されているどうりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

１６０ １６００ チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード 114

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名 軽自動車税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 101

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZJ.IDODATA
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。 1

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 1 頁 ＝ 1

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日 2025年09月22日
10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者
７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ Ｋ Ｋ
キー項目

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＳＰ ＳＰ ＳＰ ＳＰ ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

　ひらがな

or　漢字１文字

ＮＯＴＥＳ

半角５５，全角１６

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ ＳＰ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＳＰ ＳＰ ＳＰ ＨＺ ＳＰ ＳＰ ＳＰ
Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ 　

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

パ
ン
チ
指
示
決
定
時
の
注

*

標
識
記
号

１６０ １０

所
有
者
Ｃ
Ｄ

＊

車

名

１ ２ ９ ２０

市民税賦課システム（軽自動車税）

軽自動車税 車両異動データ

ZJ.IDODATA

車

種

２ ２ ２

特
例
区
分

１

標
識
Ｃ
Ｄ

３

標
識
番
号

４

異
動
年
月
日

２ ２

非
課
税
区
分

１ １ １５

１０ ４ ５ １４

車
体
番
号

１０７

パ
ン
チ
指
示

パ
ン
チ
指
示

パ
ン
チ
指
示

更
新
区
分

型

式

排
気
量

合
併
前
自
治
体
Ｃ
Ｄ

イ
メ
ー
ジ
管
理
番
号

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩ ⑪

年 月 日

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

２ ２１

年 月
年
号

初
度
検
査
年
月

燃
料
種
類
Ｃ
Ｄ

２

⑯

⑰

１３ ８

⑱

共
通
番
号

【資料２－２】

※尚、本パンチ指示は、車種：②の中で 「06 軽三輪」から

「07…」「08…」「09…」「10 軽四輪貨物 自家用」までの範囲で適用する。













UI-P10_024_ZJ.IDODATA(車両異動パンチデータ)_SE修正版.xlsx

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どうりパンチ   記入されているどうりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

４９８ ４９８０ チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード 114

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名 軽自動車税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 101

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZJ.IDODATA
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。 1

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 1 頁 ＝ 2

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日 2025年09月18日
10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者 富士通Ｊａｐａｎ
７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ Ｋ Ｋ
キー項目

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＨＺ ＨＺ ＨＺ ＨＺ 各項 Ｂ＝Ｂ＝ ＢＳ ＢＳ
Ｂ＝ＳＰ ＨＺ ＳＰＳＰ Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ Ｂ＝ＳＰ
　ひらがな

or　漢字１文字

ＮＯＴＥＳ 上８桁をパンチする

半角５５，全角１８５

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ ＳＰ 旧定置場市町村

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＢＳ ＨＺ ＢＳ ＨＺ Ｂ＝ＳＰ　　各項 　　ＨＺ ＢＳ Ｈ  Ｓ Ｈ  Ｓ ＨＺ ＢＳ
Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ 　　ＨＺ 　　Ｂ＝ＳＰ 　　Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ 　　Ｂ＝ＳＰ 　

　ひらがな１文字

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ 旧所有者住所

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100
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１ ２ ９ ２０

市民税賦課システム（軽自動車税）

軽自動車税 車両異動データ

ZJ.IDODATA
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３
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番
号

４

異
動
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日

２ ２

非
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区
分

１ １ １５

１０ ４ ５ １４

車
台
番
号

１０８
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ン
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指
示
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チ
指
示
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示

更
新
区
分

型

式

排
気
量

合
併
前
自
治
体
Ｃ
Ｄ

イ
メ
ー
ジ
管
理
番
号

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩ ⑪

年 月 日

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

２ ２１

年 月
年
号

初
度
検
査
年
月

燃
料
種
類
Ｃ
Ｄ

２

⑯

⑰

１３ ８

⑱

共
通
番
号

※尚、本パンチ指示は、車種：②の中で「05 軽二輪」「14 二輪」かつ

更新区分「５」転入で適用する。
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⑲
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UI-P10_024_ZJ.IDODATA(車両異動パンチデータ)_SE修正版.xlsx

 ＦＩＬＥ名 パンチ指示 指    示    の    意    味 パンチ指示 指    示    の    意    味 新潟市
1 Ｈ  Ｚ   項目の左空白部分を"０"でうめる。 11 記入どうりパンチ   記入されているどうりにパンチする。

パ 2 Ｂ  Ｓ   項目の内容を前づめでパンチし、残った部分を"スペース"で流す。 12 Ｄ Ｕ Ｐ   指示に従って項目を自動的に複写する。 ＰＵＮＣＨ  ＬＡＹＯＵＴ  ＦＯＲＭ
 レコード長  ブロック長 ン 3 Ｈ  Ｓ   項目の左空白部分を"スペース"でうめる。 13 4 5 6   項目の下に書いてある文字、記号をそのままパンチする（例では３カ

４９８ ４９８０ チ 4 ＳＰ   その項目を全カラム"スペース"でうめる。 5   ラムに"５"をパンチする） コード 114

指 5 ０＝０   項目に０が記入されていたらその項目の全カラムを"０"でうめる。 14 4 5 6   指示する範囲を示す。（例では４カラム目から６カラム目まで。） 業  務  名 軽自動車税
 備  考 示 6 Ｂ＝ＳＰ   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"スペース"でうめる。 コード 101

記 7   この記号のある項目に、記入がない場合不明扱いとし「パンチせず」 15   その他特殊な指示は簡潔明瞭な説明文を付ける。 ファイル名 ZJ.IDODATA
入   の"付箋"を貼る。(Ｂ＝不明の意)(注)標示は必ず項目の上にする。 １．パンチ方法決定の前に、その方法についてデータ管理課と打ち合わせること。 2

要 8 ０＝不明   項目に０が記入されている場合、不明扱いとし「パンチせず」の"付 ２．ＨＺ、ＢＳ、Ｂ＝ＳＰが最も好ましいので、これを基本とする。 1 頁 ＝ 2

領   箋"を貼る。 ３．ＨＳは、できる限り避ける。

9 Ｂ＝０   項目に記入がない場合、その項目の全カラムを"０"でうめる。 ４．Ｂ＝０はむやみに使わず、データ量、記入の傾向、パンチ機械の種類を考慮した上で決定する。 作成日 2025年09月18日
10 前づめ   項目内の途中から記入されている場合、その項目の先頭カラムまで前 ５．漢字パンチの際は、ＵＳＡＧＥ欄に"Ａ"又は"Ｋ"のモードの別を記入する。

  につめてパンチする。 ６．漢字パンチの際、区切が必要な部分には"区切"と記入する。 担当者 富士通Ｊａｐａｎ
７．漢字パンチの際、誌コードの終了を"ＫＳＴＯＰ"で表す。

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ 旧所有者氏名 旧使用者住所

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ
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Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ

半角５５，全角１８５

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ 旧使用者住所 旧使用者氏名

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＢＳ ＢＳ
Ｂ＝ＳＰ Ｂ＝ＳＰ

ＣＡＲＤ  ＮＯ 　

ＮＯＴＥＳ

  １  ＦＯＲＭ  ＮＯ ＵＳＡＧＥ

ＩＴＥＭ

ＲＬ ＢＦ

Ｔ Ａ Ｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ＣＡＲＤ  ＮＡＭＥ

ＣＡＲＤ  ＮＯ

ＮＯＴＥＳ
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４９８ １０

市民税賦課システム（軽自動車税）

軽自動車税 車両異動データ

ZJ.IDODATA

１０８
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示
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示
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ン
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※尚、本パンチ指示は、車種：②の中で「05 軽二輪」「14 二輪」かつ

更新区分「５」転入で適用する。
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青枠部分以外のパンチ項目は
ＦＯＲＭ１０６と同様



事務の流れ 資料２

新潟市 受渡（市役所庁舎内） 運搬 受託者

入力帳票

依頼伝票１

入力帳票 入力帳票

依頼伝票２

依頼伝票１

データ

帳票等の準備

データエントリー

入力帳票

依頼伝票２

データ

入力帳票

依頼伝票２

依頼伝票２

初期化
媒体

初期化
媒体

初期化
媒体

【伝票の記入について（伝票は５枚複写。２～５枚目は同じレイアウト）】

（１）本市が「依頼日（入力票引渡日）」「入力票受領者名」以外の全ての項目を記入。（「依頼欄の枚数」は記入不要。）

（２）受託者が「依頼日（入力票引渡日）」「入力票受領者名」を記入。

（３）本市が１枚目を保存。

（４）受託者が「納品欄のレコード数」「備考」「エントリー開始日」「エントリー終了日」「エントリー者名」「媒体名」を記入。

（「納品欄の枚数」は記入不要。）

（５）本市が「入力票返却受領日」「入力票返却受領者名」を記入。

（６）受託者が２枚目を保存。

（７）本市が３枚目、４枚目、５枚目を保存。

（１）伝票１の記入 （２）伝票１の記入

（３）伝票１の保存

（６）伝票２の保存

依頼伝票１

依頼伝票２

依頼伝票１

（４）伝票２の記入（５）伝票２の記入依頼伝票３

データ

入力帳票

依頼伝票３

（７）伝票３、４、５の保存

依頼伝票２



予定数量

半角/英数/カ ナ 全角

201 ,075 ,580 2 ,351 ,400

159 ,597 ,380 0

31 ,589 ,700 986 ,000

9 ,888 ,500 1 ,365 ,400

【 内訳】 【 レコ ード 数】

半角/英数/カ ナ 全角 半角/英数/カ ナ 全角 4月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10月 11月 12月 1月 ２ 月 3月 計

1 個人市県民税 112 101 8 ,220 ,000 0 150 0 10000 10000

2 個人市県民税 112 102 120 ,884 ,400 0 164 0 20000 20000

3 個人市県民税 112 103 156 ,980 0 94 0 240 240

4 個人市県民税 112 105 30 ,336 ,000 0 192 0 19000 19000

5 法人市民税 113 221 27 ,805 ,200 986 ,000 282 10 1600 1600

6 法人市民税 113 222 3 ,571 ,200 0 144 0 400 400

7 法人市民税 113 223 213 ,300 0 79 0 0

8 軽自動車税 114 106 1 ,039 ,500 302 ,400 55 16 600 600

9 軽自動車税 114 107 8 ,640 ,000 360 ,000 24 1 13000 13000

10 軽自動車税 114 108 209 ,000 703 ,000 55 185 0 0 0 0

N o 業務名 業務コ ード 帳票コ ード

令和７ 年度

入力帳票名

文字数
1レコ ード あたり の

平均文字数

異動データ （ 二輪）

異動データ （ 三輪・ 四輪）

車両異動データ （ 二輪／転入）

文字数の合計

総合計

個人市県民税

法人市民税

軽自動車税

申告書２ ０ 号様式

申告書２ ０ 号の３ 様式

申告書２ ２ 号の３ 様式

市県民税申告書

給与支払報告書

年金支払報告書

確定申告書

資料３
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予定数量

半角/英数/カ ナ 全角

201 ,075 ,580 2 ,351 ,400

159 ,597 ,380 0

31 ,589 ,700 986 ,000

9 ,888 ,500 1 ,365 ,400

【 内訳】

半角/英数/カ ナ 全角 半角/英数/カ ナ 全角

1 個人市県民税 112 101 8 ,220 ,000 0 150 0

2 個人市県民税 112 102 120 ,884 ,400 0 164 0

3 個人市県民税 112 103 156 ,980 0 94 0

4 個人市県民税 112 105 30 ,336 ,000 0 192 0

5 法人市民税 113 221 27 ,805 ,200 986 ,000 282 10

6 法人市民税 113 222 3 ,571 ,200 0 144 0

7 法人市民税 113 223 213 ,300 0 79 0

8 軽自動車税 114 106 1 ,039 ,500 302 ,400 55 16

9 軽自動車税 114 107 8 ,640 ,000 360 ,000 24 1

10 軽自動車税 114 108 209 ,000 703 ,000 55 185

N o 業務名 業務コ ード 帳票コ ード 入力帳票名

文字数
1レコ ード あたり の

平均文字数

異動データ （ 二輪）

異動データ （ 三輪・ 四輪）

車両異動データ （ 二輪／転入）

文字数の合計

総合計

個人市県民税

法人市民税

軽自動車税

申告書２ ０ 号様式

申告書２ ０ 号の３ 様式

申告書２ ２ 号の３ 様式

市県民税申告書

給与支払報告書

年金支払報告書

確定申告書

【 レコ ード 数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

13 ,000 13 ,000

3 ,000 1 ,400 30 ,000 130 ,000 15 ,000 179 ,400

120 150 150 150 570

8 ,000 25 ,500 33 ,500

1 ,400 2 ,600 2 ,700 2 ,100 1 ,800 1 ,200 1 ,400 2 ,300 1 ,500 700 1 ,500 1 ,600 20 ,800

400 500 400 300 400 400 400 1 ,000 500 300 400 400 5 ,400

500 100 600

500 0 500 500 500 500 500 500 300 300 300 600 5 ,000

8000 0 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 13000 79 ,500

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和8年度
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予定数量

半角/英数/カ ナ 全角

201 ,075 ,580 2 ,351 ,400

159 ,597 ,380 0

31 ,589 ,700 986 ,000

9 ,888 ,500 1 ,365 ,400

【 内訳】

半角/英数/カ ナ 全角 半角/英数/カ ナ 全角

1 個人市県民税 112 101 8 ,220 ,000 0 150 0

2 個人市県民税 112 102 120 ,884 ,400 0 164 0

3 個人市県民税 112 103 156 ,980 0 94 0

4 個人市県民税 112 105 30 ,336 ,000 0 192 0

5 法人市民税 113 221 27 ,805 ,200 986 ,000 282 10

6 法人市民税 113 222 3 ,571 ,200 0 144 0

7 法人市民税 113 223 213 ,300 0 79 0

8 軽自動車税 114 106 1 ,039 ,500 302 ,400 55 16

9 軽自動車税 114 107 8 ,640 ,000 360 ,000 24 1

10 軽自動車税 114 108 209 ,000 703 ,000 55 185

N o 業務名 業務コ ード 帳票コ ード 入力帳票名

文字数
1レコ ード あたり の

平均文字数

異動データ （ 二輪）

異動データ （ 三輪・ 四輪）

車両異動データ （ 二輪／転入）

文字数の合計

総合計

個人市県民税

法人市民税

軽自動車税

申告書２ ０ 号様式

申告書２ ０ 号の３ 様式

申告書２ ２ 号の３ 様式

市県民税申告書

給与支払報告書

年金支払報告書

確定申告書

【 レコ ード 数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

10 ,800 10 ,800

3 ,000 1 ,400 30 ,000 130 ,000 15 ,000 179 ,400

100 100 150 150 500

8 ,000 25 ,500 33 ,500

1 ,400 2 ,600 2 ,700 2 ,100 1 ,800 1 ,200 1 ,400 2 ,300 1 ,500 700 1 ,500 1 ,600 20 ,800

400 500 400 300 400 400 400 1 ,000 500 300 400 400 5 ,400

500 100 600

500 0 500 500 500 500 400 400 200 200 200 400 4 ,300

8000 0 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 13000 79 ,500

0 0 0 0 0 0 100 100 100 100 100 200 700

令和9年度
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予定数量

半角/英数/カ ナ 全角

201 ,075 ,580 2 ,351 ,400

159 ,597 ,380 0

31 ,589 ,700 986 ,000

9 ,888 ,500 1 ,365 ,400

【 内訳】

半角/英数/カ ナ 全角 半角/英数/カ ナ 全角

1 個人市県民税 112 101 8 ,220 ,000 0 150 0

2 個人市県民税 112 102 120 ,884 ,400 0 164 0

3 個人市県民税 112 103 156 ,980 0 94 0

4 個人市県民税 112 105 30 ,336 ,000 0 192 0

5 法人市民税 113 221 27 ,805 ,200 986 ,000 282 10

6 法人市民税 113 222 3 ,571 ,200 0 144 0

7 法人市民税 113 223 213 ,300 0 79 0

8 軽自動車税 114 106 1 ,039 ,500 302 ,400 55 16

9 軽自動車税 114 107 8 ,640 ,000 360 ,000 24 1

10 軽自動車税 114 108 209 ,000 703 ,000 55 185

N o 業務名 業務コ ード 帳票コ ード 入力帳票名

文字数
1レコ ード あたり の

平均文字数

異動データ （ 二輪）

異動データ （ 三輪・ 四輪）

車両異動データ （ 二輪／転入）

文字数の合計

総合計

個人市県民税

法人市民税

軽自動車税

申告書２ ０ 号様式

申告書２ ０ 号の３ 様式

申告書２ ２ 号の３ 様式

市県民税申告書

給与支払報告書

年金支払報告書

確定申告書

【 レコ ード 数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

10 ,500 10 ,500

2 ,500 900 30 ,000 130 ,000 15 ,000 178 ,400

180 180

8 ,000 25 ,500 33 ,500

1 ,400 2 ,600 2 ,700 2 ,100 1 ,800 1 ,200 1 ,400 2 ,300 1 ,500 700 1 ,500 1 ,600 20 ,800

400 500 400 300 400 400 400 1 ,000 500 300 400 400 5 ,400

500 100 600

400 0 400 400 400 400 400 400 200 200 200 400 3 ,800

8000 0 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 13000 79 ,500

100 0 100 100 100 100 100 100 100 100 100 200 1 ,200

令和10年度
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予定数量

半角/英数/カ ナ 全角

201 ,075 ,580 2 ,351 ,400

159 ,597 ,380 0

31 ,589 ,700 986 ,000

9 ,888 ,500 1 ,365 ,400

【 内訳】

半角/英数/カ ナ 全角 半角/英数/カ ナ 全角

1 個人市県民税 112 101 8 ,220 ,000 0 150 0

2 個人市県民税 112 102 120 ,884 ,400 0 164 0

3 個人市県民税 112 103 156 ,980 0 94 0

4 個人市県民税 112 105 30 ,336 ,000 0 192 0

5 法人市民税 113 221 27 ,805 ,200 986 ,000 282 10

6 法人市民税 113 222 3 ,571 ,200 0 144 0

7 法人市民税 113 223 213 ,300 0 79 0

8 軽自動車税 114 106 1 ,039 ,500 302 ,400 55 16

9 軽自動車税 114 107 8 ,640 ,000 360 ,000 24 1

10 軽自動車税 114 108 209 ,000 703 ,000 55 185

N o 業務名 業務コ ード 帳票コ ード 入力帳票名

文字数
1レコ ード あたり の

平均文字数

異動データ （ 二輪）

異動データ （ 三輪・ 四輪）

車両異動データ （ 二輪／転入）

文字数の合計

総合計

個人市県民税

法人市民税

軽自動車税

申告書２ ０ 号様式

申告書２ ０ 号の３ 様式

申告書２ ２ 号の３ 様式

市県民税申告書

給与支払報告書

年金支払報告書

確定申告書

【 レコ ード 数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

10 ,500 10 ,500

2 ,500 900 30 ,000 130 ,000 15 ,000 178 ,400

180 180

8 ,000 25 ,500 33 ,500

1 ,400 2 ,600 2 ,700 2 ,100 1 ,800 1 ,200 1 ,400 2 ,300 1 ,500 700 1 ,500 1 ,600 20 ,800

400 500 400 300 400 400 400 1 ,000 500 300 400 400 5 ,400

500 100 600

400 0 400 400 400 400 400 400 200 200 200 400 3 ,800

8000 0 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 6500 13000 79 ,500

100 0 100 100 100 100 100 100 100 100 100 200 1 ,200

令和11年度

5 / 6



予定数量

半角/英数/カ ナ 全角

201 ,075 ,580 2 ,351 ,400

159 ,597 ,380 0

31 ,589 ,700 986 ,000

9 ,888 ,500 1 ,365 ,400

【 内訳】

半角/英数/カ ナ 全角 半角/英数/カ ナ 全角

1 個人市県民税 112 101 8 ,220 ,000 0 150 0

2 個人市県民税 112 102 120 ,884 ,400 0 164 0

3 個人市県民税 112 103 156 ,980 0 94 0

4 個人市県民税 112 105 30 ,336 ,000 0 192 0

5 法人市民税 113 221 27 ,805 ,200 986 ,000 282 10

6 法人市民税 113 222 3 ,571 ,200 0 144 0

7 法人市民税 113 223 213 ,300 0 79 0

8 軽自動車税 114 106 1 ,039 ,500 302 ,400 55 16

9 軽自動車税 114 107 8 ,640 ,000 360 ,000 24 1

10 軽自動車税 114 108 209 ,000 703 ,000 55 185

N o 業務名 業務コ ード 帳票コ ード 入力帳票名

文字数
1レコ ード あたり の

平均文字数

異動データ （ 二輪）

異動データ （ 三輪・ 四輪）

車両異動データ （ 二輪／転入）

文字数の合計

総合計

個人市県民税

法人市民税

軽自動車税

申告書２ ０ 号様式

申告書２ ０ 号の３ 様式

申告書２ ２ 号の３ 様式

市県民税申告書

給与支払報告書

年金支払報告書

確定申告書

【 レコ ード 数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

0

1,500 1 ,500

0

5 ,000 5 ,000

1 ,000 2 ,200 2 ,200 1 ,800 1 ,500 1 ,000 1 ,100 1 ,800 1 ,200 13 ,800

300 400 300 200 300 300 300 600 100 2 ,800

300 300

200 0 200 200 200 200 200 200 1 ,400

5000 0 4000 4000 4000 4000 4000 4000 29 ,000

100 0 100 100 100 100 100 100 700

令和12年度

6 / 6



 

1 

資料４ 

媒体仕様書 

 

○ 光磁気ディスク（MO） 

・サイズは 3.5 インチとする。 

・容量は 640MB とする。 

 

○ USB メモリ 

 ・自動的に暗号化する機能を搭載していること。 

 ・Windows10 及び Windows11 に対応していること。 

 ・USB3.0 に対応していること。 

 ・次の製品と同等以上の機能を有すること。 

  ・RUF3-HSL4GEV5 

  ・ED-VT4/4G5 

 

○ CD  

 ・容量は 700MB とすること。 

 ・使用できる規格は次のとおり。 

  ・CD-R ／ CD-RW 

 

○ DVD 

 ・容量は 4.7GB とすること。 

 ・使用できる規格は次のとおり。 

  ・DVD-R ／ DVD-RW ／ DVD+R ／ DVD+RW 

 

 



 

1 

資料５ 

委託料の計算 

 

委託料は「レコード単価」に納品するレコード数を乗じた金額（入力帳票毎に１円未満

の端数切捨て）に消費税及び地方消費税を加算した金額とする。 
 
※ レコード単価：「資料１ 入力帳票仕様書」に定める平均文字数に、半角英数カナ文字 

及び全角文字の単価を乗じて合計した金額 
 

 

計算の例 

○ 半角英数カナ文字の単価を 9.99 円、全角文字の単価を 99.99 円とする 

 

 

 

 

 

○ 入力帳票Ａ 

 レコード単価   ＝ 12 文字×9.99 円＋34 文字×99.99 円 ＝ 3,519.54 円 

 入力帳票Ａの金額 ＝ レコード単価×110 件 ＝ 387,149 円（1 円未満切捨） 

 

○ 入力帳票Ｂ 

 レコード単価   ＝ 43 文字×9.99 円＋21 文字×99.99 円 ＝ 2,529.36 円 

 入力帳票Ｂの金額 ＝ レコード単価×88 件 ＝ 222,583 円（1 円未満切捨） 

 

○ 委託料 

 入力帳票Ａ金額＋入力帳票Ｂの金額＋消費税及び地方消費税 ＝ 670,705 円 

 

 



  
資料６ 

賃金の変動に基づく契約金額の変更に係る 

特約条項第 1 条第 1 項に係る特記仕様書 

 

 

本委託業務は賃金の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項第 1 条第 1

項を適用する契約である。 

 

１ 変動の対象となる経費は、未履行業務に対応する直接人件費に相当する額

とし、本委託業務における直接人件費とは、受託者が本委託業務に直接従事す

る者に、本委託業務に従事した対償として支払う、労働基準法（昭和 22 年 4

月 7 日法律第 49 号）第 11 条に規定する賃金をいう。 

なお、本委託業務に直接従事する者に対する健康保険、厚生年金保険、労働

保険等の事業者負担額及び児童手当拠出金等の法定福利費は、変動の対象とは

ならない。 

 

２ 本委託業務における賃金水準は、新潟県最低賃金（以下「最低賃金」という。）

とする。 

 

３ 本契約の変更金額は、本契約締結時に受託者から提出された「資料７ 契約

金額内訳書」により算出する。 

 



委託業務名

契約全体の月数 ヵ月

※⻩⾊のセルに⼊⼒

番号 項目 金額 内容

① 直接人件費 直接業務に従事する者に係る給与

② 直接物品費
直接業務に従事する者が業務を行うのに必要な物品を消費
することによって発生する費用

③ 業務管理費
業務を実施するうえで、現場業務を管理運営するために必
要な①②以外の費用

④ 一般管理費等
企業を維持経営していくために必要な①～③以外の費用
で、一般管理費及び営業利益

⑤ 合計（税抜き） 0 ①～④の合計額

⑥ 消費税相当額 0 ⑤×10％（1円未満端数切捨て）

⑦ 合計（税込み） 0 ⑤＋⑥

契約金額 内訳書

新潟市確定申告書等データエントリー業務

資料７













半角 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

全角 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数 100

引渡 17:00

納品日 12

時刻 10:00

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数 20 50

引渡 10:00 10:00

納品日 17 17

時刻 17:00 17:00

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数

引渡

納品日

時刻

枚数

引渡

納品日

時刻

※原則、木曜日までに引き渡した帳票を月曜日に納品すること

0

24

0

10

データエントリー業務　スケジュール表

異動データ
（三輪・四輪）

1

入力帳票名

107

帳票
コード

106 異動データ（二輪）

55

16

223 申告書22号の3様式

79

0

102 減免異動データ

33

103 年金支払報告書

94

0

105 確定申告書

192

0

221 申告書20号様式

282

222 申告書20号の3様式

144

112

113

101 市県民税申告書

150

0

102 給与支払報告書

164

0

113

113

114

114

114

令和5年5月

業務
コード

112

112

112

枚数 ： 引き 渡す帳票の帳票の枚数

引渡 ： 引き 渡す時刻

納品日： 引き 渡し た帳票をデータ 化し た情報の納品日

時刻 ： 納品の時刻

100枚の帳票を 9日17:00に引き 渡す。

納品は12日の10:00

20枚の帳票を 11日10 :00に引き 渡す。

納品は17日の17:00

50枚の帳票を 17日10:00に引き 渡す。

納品は17日の17:00

引渡日が別であっ ても 、 納品が同日であれば、

同じ 帳票は１ フ ァ イ ルで納品するこ と 。















































別記様式第１号 

 

一般競争入札参加申請書 

 

令和７年 月 日 

 

（宛先）新潟市長 

 

申請者 

郵便番号    

所在地     

商号又は名称  

代表者氏名   
（押印不要） 

 

 

下記入札の参加資格要件を満たしており、入札に参加したいので、新潟市物品に関す

る一般競争入札実施要綱第５条第１項の規定により申請します。 

 

記 

 

項   目 摘          要 

入 札 公 告 年 月 日 令和７年 10 月 31 日 

案 件 番 号 新潟市契約公告第 87 号 

業 務 委 託 名 新潟市確定申告書等データエントリー業務委託 

競争入札参加資格者 

名 簿 へ の 登 録 

□済   □申請中 

 業者コード：                

プライバシーマーク、 

ＩＳＭＳの認証登録番号 

プライバシーマーク  

ＩＳＭＳ  

連絡先 

担当者  

電 話  

メール  

 



別記様式第２号 

秘密保持誓約書 
 

                       （以下「乙」という。）は、「新潟市確

定申告書等データエントリー業務（以下「本件」という。）」の秘密保持に関し新潟市（以下

「甲」という。）に対し次のとおり誓約します。 

   

（目的） 

第１条 この秘密保持誓約書（以下「本誓約」という。）は、甲が本件において開示した情報

の秘密保持について誓約するものです。 

（秘密情報） 

第２条 本誓約において秘密情報とは、甲から乙に対して明確に秘密と指定されて開示され

る本件の仕様書等の情報で、公には入手できない情報とします。 

（適用除外） 

第３条 前条にかかわらず、本誓約に関して次の各号に該当する情報は秘密情報に含まれな

いものとします。 

（１）乙が甲から開示を受けた時点で既に所有していた又は公知の情報 

（２）乙が甲から開示を受けた後、乙の責によらず公知となった情報 

（３）乙が第三者から秘密保持義務を負うことなく正当に入手した情報 

（４）法令又は裁判所若しくは行政機関からの命令により提出を求められた情報 

（秘密保持） 

第４条 乙は、甲から開示された秘密情報を第三者に対して開示又は漏洩しません。 

また、第三者への秘密情報の開示が真に必要な場合は、乙はあらかじめ甲の書面による承

諾を得ることとします。 

（目的外使用の禁止） 

第５条 乙は、秘密情報を本件のため必要な限りにおいて利用できるものとし、本件以外の

目的には一切使用又は利用しません。 

（情報の返還） 

第６条 乙は、本件の履行完了後、甲から開示・提供を受けた秘密情報（甲の事前の承諾を

得て作成した複製物を含む）を直ちに返還します。ただし、甲から別途廃棄等の指示を受

けた場合は、その指示に従います。 

（損害賠償） 

第７条 乙が本誓約に違反して秘密情報を外部に漏洩し、又は外部に持ち出したことで甲が

損害を被った場合、甲は乙に対して損害賠償を請求し、かつ甲が適当とする必要な措置を

採ってもかまいません。 

（協議事項） 

第８条 本誓約に定めのない事項に関しては、別途甲と協議の上、円満に解決を図ります。 

 

誓約日  令和７年 月 日 

 

   （乙）所 在 地   

      商号又は名称 

      代 表 者 氏 名                   （押印不要） 



別記様式第３号 

 

質    疑    書 

 

令和７年  月  日 

 

住 所 

商号又は名称 

代表者氏名   
（押印不要） 

（担当者                 ） 

（電話番号                ） 

（メール                 ） 

 

１ 案件番号   新潟市契約公告第 87 号 

２ 業務委託名  新潟市確定申告書等データエントリー業務 

 

質  疑  事  項 

 

注 この質疑書は、仕様書等に対して質問（入札に必要な事項に限る）がある場合にのみ提

出してください。 



別記様式第４号 

 

 

入 札 書 
 

令 和  年  月  日 

新 潟 市 長 様 

住  所   

           

氏  名   

               ㊞ 

               

受 任 者               

㊞ 

 

新潟市契約規則及びこれに基づく入札条件を承認のうえ入札いたします。 

 

金 額          
 

履 行 場 所 新潟市財務部市民税課の指定する場所 

品 名 

 

新潟市確定申告書等

データエントリー業

務 

品質・規格 

 

仕様書の

とおり 

数 量 

 

半角英数カナ 

201,075,580 文字 

 

全角 

2,351,400 文字 

単  価 

 

円 

 

 

円 

金  額 

 

円 

 

 

円 

（注）入札額は、消費税及び地方消費税を含まないものとする。 

金額欄は、令和７年度分から令和１２年度分までの総額を記入すること。 

 

百        千           円 



別記様式第４号 

 

 

入 札 書 
 

令 和  年  月  日 

新 潟 市 長 様 

住  所  ○○県○○市○○区○○町 

     ○○丁目○○番地○○号 

氏  名  △△株式会社 

   代表取締役 ○○ ○○ ㊞ 

               

受 任 者  ○○ ○○ 

                   ㊞ 

 

新潟市契約規則及びこれに基づく入札条件を承認のうえ入札いたします。 

 

金 額 ￥ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

履 行 場 所 新潟市財務部市民税課の指定する場所 

品 名 

 

新潟市確定申告書

等データエントリ

ー業務 

品質・規格 

 

仕様書の

とおり 

数 量 

 

半角英数カナ 

201,075,580 文字 

 

全角 

2,351,400 文字 

単  価 

 

○○.○○円 

 

 

○○.○○円 

金  額 

 

○○○,○○○円 

 

 

○○○,○○○円 

（注）入札額は、消費税及び地方消費税を含まないものとする。 

金額欄は、令和７年度分から令和１２年度分までの総額を記入すること。 

 

 

新潟市入札参加資格申請で登録してい

る所在地、名称及び代表者を記載し、登

録している「使用印」を押印。 

（委任状を提出する場合は、社印・代表

者印は省略できます） 

代表者本人が入札する場合は記入不要。 

委任する場合は、受任者名を記入し、委

任状と同じ印を押印。 

総額（税抜）の金額を記入。 

下の金額の合計と同額となること。 

また、内訳書の「金額」欄の合計と同額

になること。 

百        千           円 



別記様式第５号 

 

 

入 札 金 額 内 訳 書 
 

令 和  年  月  日 

新 潟 市 長 様 

住   所 

 

氏   名  

               ㊞ 

               

受 任 者               

 ㊞ 

 

 件  名  新潟市確定申告書等データエントリー業務 
 
 

対象年度 
数量 

上段：半角英数カナ 
下段：全角 

金額 

入
札
金
額
内
訳 

令和７年度 
9,304,360 文字 

38,600 文字 円 

令和８年度 
46,730,780 文字 

367,500 文字 円 

令和９年度 
46,394,200 文字 

485,800 文字 円 

令和10年度 
46,155,120 文字 

570,300 文字 円 

令和11年度 
46,155,120 文字 

570,300 文字 円 

令和12年度 
6,336,000 文字 

318,900 文字 円 

合計 
※入札金額に一致 

円 

※「金額」は、全て消費税及び地方消費税に相当する額を含まない額とすること。 
※「合計」は、入札書に記載した金額と一致させること。



別記様式第５号 

 

 

入 札 金 額 内 訳 書 
 

令 和  年  月  日 

新 潟 市 長 様 

住  所  ○○県○○市○○区○○町 

     ○○丁目○○番地○○号 

氏  名  △△株式会社 

   代表取締役 ○○ ○○ ㊞ 

               

受 任 者  ○○ ○○ 

                   ㊞ 

 

 件  名  新潟市確定申告書等データエントリー業務 
 
 

対象年度 
数量 

上段：半角英数カナ 
下段：全角 

金額 

入
札
金
額
内
訳 

令和７年度 
9,304,360 文字 

38,600 文字 
○,○○○, ○○○円 

令和８年度 
46,730,780 文字 

367,500 文字 
○,○○○, ○○○円 

令和９年度 
46,394,200 文字 

485,800 文字 
○,○○○, ○○○円 

令和10年度 
46,155,120 文字 

570,300 文字 
○,○○○, ○○○円 

令和11年度 
46,155,120 文字 

570,300 文字 
○,○○○, ○○○円 

令和12年度 
6,336,000 文字 

318,900 文字 
○,○○○, ○○○円 

合計 
※入札金額に一致 

○,○○○, ○○○円 

※「金額」は、全て消費税及び地方消費税に相当する額を含まない額とすること。 
※「合計」は、入札書に記載した金額と一致させること。 

新潟市入札参加資格申請で登録

している所在地、名称及び代表

者を記載し、登録している「使

用印」を押印。 

（委任状を提出する場合は、社

印・代表者印は省略できます） 

代表者本人が入札する場合は記入不要。 

委任する場合は、受任者名を記入し、委

任状と同じ印を押印。 

上の金額の合計と同額となること。 

また、入札書の入札金額と同額になること。 



別記様式第６号 

 

 

 

委 任 状 
 

 

   令和７年  月  日 

 

 

新 潟 市 長 様 

 

私は次の者をもって，下記の入札に関する権限の一切を委任いたします。 

 

 

委 任 者  住 所 

 

氏 名          印 

 

 

受 任 者  氏 名          印 

 

 

 

記 

 

 

件 名  新潟市確定申告書等データエントリー業務 



別記様式第７号 

 

 

 

入札辞退届 
 

 

業務委託名：新潟市確定申告書等データエントリー業務  

 

上記について、入札を辞退します。 

 

 

新 潟 市 長 様 

   令和７年 月 日 

 

 

住所 

 

商号又は名称 

 

代表者氏名               印 

 

 

辞退理由： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


